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【
前
言
】
本
稿
発
表
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
―
筆
者
は
、
二
〇
一
九
年
五
月
発
行
の
中
華
詩
詞
研
究
院
・
復

旦
大
学
中
文
系
編
『
中
華
詩
詞
研
究
』
第
五
輯
に
「
日
本
漢
学
家
長
尾
雨
山
的
詩
論
与
詩
作
―
―
以
青
壮
年
時
期
為
中
心
」
と
題
す
る
拙
文
（
中

文
）
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
次
に
、
こ
れ
を
日
本
語
で
書
き
直
し
、
国
内
の
読
者
向
け
に
改
編
し
た
「
長
尾
雨
山
青
壮
年
期
の
詩
論
と
詩
作
―

初
歩
的
考
察
―
」
と
題
す
る
拙
文
を
二
〇
一
九
年
中
に
作
成
し
た
。
そ
の
前
半
部
分
（
内
容
上
の
境
目
よ
り
も
、
分
量
上
の
均
等
と
い
う
観
点
か
ら

分
割
さ
れ
た
前
半
部
分
）
を
「
⑴
」
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
十
月
発
行
の
『
書
論
』
第
四
十
六
号
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
本
来
な
ら
、

二
〇
二
一
年
の
夏
か
秋
に
発
行
さ
れ
る
『
書
論
』
の
次
号
に
後
半
部
分
が
「
⑵
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
、
現
在
、
あ

る
事
情
に
よ
り
『
書
論
』
の
次
号
が
刊
行
さ
れ
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
拙
文
の
発
表
が
中
途
半
端
な
状
態
で
と
ど
ま
り
、
宙
に

浮
い
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

筆
者
と
し
て
は
、「
⑵
」
の
部
分
を
で
き
る
だ
け
早
く
公
開
し
た
い
の
で
、
本
誌
に
掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
の
だ
が
、
そ
の
場
合
、
処

理
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
二
点
あ
る
。
一
つ
は
、筆
者
の
論
述
は
、分
量
上
は
、ほ
ぼ
詩
論
が
二
、詩
作
が
五
く
ら
い
の
比
率
だ
っ
た
た
め
、

均
分
し
て
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
『
書
論
』
第
四
十
六
号
の
「
⑴
」
が
、
詩
作
に
関
す
る
論
述
の
初
め
の
部
分
ま
で
食
い
込
み
、
中
途
半
端
な
箇
所

で
終
わ
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
切
れ
目
よ
り
後
の
部
分
を
別
の
学
術
雑
誌
に
そ
の
ま
ま
発
表
し
て
も
、
読
者
に
は
理
解
し
て
い
た
だ
き
に
く
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
何
よ
り
も
、「
⑴
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
雑
誌
上
で
「
⑵
」
と
題
す
る
不
自
然
さ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
誌
で
は
、
既
発
表
の
部
分
と
一
部
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
詩
作
に
関
す
る
論
述
の
部
分
全
体
を
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
些
細
な
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事
か
も
し
れ
な
い
が
、
詩
作
の
部
分
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、「
詩
論
と
詩
作
」
と
い
う
セ
ッ
ト
名
称
よ
り
も
、「
漢
詩
作
品
」
と
し
た
方
が
分

か
り
や
す
い
だ
ろ
う
し
、
実
際
は
「
文
」
に
も
少
し
だ
け
言
及
す
る
の
で
、
標
記
の
論
題
に
し
た
。

ま
た
、
中
文
稿
執
筆
後
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
気
づ
き
が
生
ま
れ
、
多
少
の
再
調
査
や
再
考
も
行
っ
た
た
め
、
行
論
を
若
干
改

め
、
加
筆
訂
正
を
し
、
そ
う
し
た
修
正
は
『
書
論
』
第
四
十
六
号
掲
載
の
「
⑴
」
と
の
重
複
部
分
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

は
じ
め
に

長
尾
槇
太
郎
（
一
八
六
四
～
一
九
四
二
）
は
、
字
は
子
生
、
号
は
雨
山
、
明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
書
画
家
で
あ
り
、
漢
詩
文
作
家

で
あ
る
。
筆
者
は
、
上
述
の
通
り
、
前
稿
「
長
尾
雨
山
青
壮
年
期
の
詩
論
と
詩
作
―
初
歩
的
考
察
―
⑴
」
に
お
い
て
主
と
し
て
彼
が
青
壮
年
期
に
上

梓
し
た
中
国
古
代
詩
歌
に
関
す
る
長
篇
、
及
び
短
篇
の
評
論
を
取
り
上
げ
、
当
時
の
漢
詩
文
作
者
に
あ
ま
り
類
例
の
な
い
、
こ
れ
ら
の
評
論
の
内
容

を
簡
略
に
紹
介
し
つ
つ
、
彼
の
当
時
の
詩
歌
理
想
論
を
抽
出
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
同
時
期
の
彼
の
漢
詩
文
、
特
に
漢
詩
作
品
を
取
り

上
げ
、
ど
の
よ
う
な
作
風
で
あ
っ
た
か
、
彼
が
評
論
で
唱
え
た
詩
歌
理
想
論
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
っ
た
点
を
考
察
し
て
み
た
い
。

で
は
、
雨
山
の
青
壮
年
期
と
は
、
い
つ
頃
の
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
彼
の
一
生
の
前
半
期
を
見

渡
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
讃
岐
高
松
で
生
ま
れ
た
彼
は
、
明
治
十
七
年
（
以
下
、「
明
治
」
は
必
要
の
な
い
限
り
、
省
略
す
る
）
に
上
京
し
、
ま
ず
東
京

大
学
の
古
典
講
習
科
に
入
る
準
備
を
し
た
（
二
十
歳
）。
十
八
年
二
月
、
東
京
大
学
古
典
講
習
科
に
入
学
し
（
二
十
一
歳
）、
二
十
一
年
七
月
に
卒
業
し

た
（
二
十
四
歳
）。
そ
の
年
の
九
月
、
学
習
院
に
勤
務
、
十
二
月
に
文
部
省
に
入
っ
た
。
二
十
二
年
二
月
、
東
京
美
術
学
校
が
創
設
さ
れ
る
と
、
そ
の

教
授
も
兼
ね
た
（
二
十
五
歳
）
が
、
二
十
四
年
三
月
に
は
文
部
省
と
美
術
学
校
を
同
時
に
退
い
た
（
二
十
七
歳
）。
そ
の
後
も
東
京
に
止
ま
り
、
各
種

の
学
校
の
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
注
１
）が

、
三
十
年
に
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
の
教
授
と
し
て
赴
任
し
（
三
十
三
歳
）、
三
十
二
年
に
は

東
京
高
等
師
範
学
校
の
教
授
と
し
て
東
京
に
戻
っ
て
来
た（
三
十
五
歳
）。
そ
の
後
、三
十
五
年
に
教
科
書
疑
獄
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
退
職
し（
三
十
七
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歳
）、
中
国
に
渡
っ
て
上
海
商
務
印
書
館
の
編
集
顧
問
を
務
め
て
、
大
正
三
年
に
帰
国
し
た
（
五
十
歳
）。
以
下
は
省
略
す
る
が
、
筆
者
は
十
七
年
の

上
京
か
ら
三
十
五
年
の
中
国
渡
航
前
ま
で
を
彼
の
青
壮
年
期
と
位
置
付
け
て
い
る
。

筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
雨
山
の
漢
詩
文
作
品
を
収
集
・
読
解
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
得
た
大
体
の
印
象
を
言
え
ば
、
中
国
渡
航
後
、
特
に
帰
国
後
は
交
往

詩
や
序
跋
等
の
占
め
る
割
合
が
多
く
な
る
の
に
対
し
、
青
壮
年
期
の
作
品
に
は
、
交
往
詩
な
ど
も
あ
り
は
す
る
も
の
の
、
一
方
、
か
な
り
激
し
い
思

想
・
感
情
等
の
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
作
品
が
一
定
数
あ
っ
て
、
そ
の
点
が
他
の
作
者
た
ち
と
比
べ
て
、
か
な
り
際
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
本
稿
で

特
に
取
り
上
げ
よ
う
と
思
う
所
以
で
あ
る
。

た
だ
、
作
品
の
紹
介
に
取
り
掛
か
る
前
に
、
資
料
の
問
題
を
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
資
料
に
つ
い
て

雨
山
は
生
前
、
漢
詩
文
、
和
文
に
よ
る
評
論
・
講
演
等
、
数
多
く
の
著
作
を
残
し
て
き
た
が
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
は
、
長
男
の

長
尾
正
和
が
編
集
し
た
雨
山
の
書
画
に
関
す
る
講
演
集
で
あ
る
『
中
国
書
画
話（

注
２
）』

だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
京
都
国
立
博
物
館

が
雨
山
の
遺
族
か
ら
譲
り
受
け
た
、
い
わ
ゆ
る
「
長
尾
雨
山
関
係
資
料
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
て
、
当
時
同
博
物
館
主
任
研
究
員
だ
っ
た
呉
孟
晋
氏
を
研
究
代
表
者
と
し
て
研

究
が
進
め
ら
れ
、二
〇
一
八
年
に
そ
の
研
究
報
告
書（

注
３
）が

刊
行
さ
れ
た
。
報
告
書
巻
頭
の
呉
氏
執
筆「
長
尾
雨
山
関
係
資
料
」と
題
す
る
一
文
に
よ
れ
ば
、

同
資
料
に
は
、書
簡
・
文
房
具
・
書
籍
・
写
真
・
書
類
な
ど
の
ほ
か
に
、詩
文
草
稿
千
点
超
が
含
ま
れ
て
お
り
、そ
の
詩
文
草
稿
に
は
、「
何
遠
楼
底
稿
」「
石

隠
室
題
跋
」
な
ど
と
題
さ
れ
た
詩
文
や
題
跋
の
草
稿
の
ほ
か
、
記
念
碑
の
碑
文
や
画
集
の
序
文
、
書
画
の
箱
書
き
な
ど
様
々
な
零
葉
が
混
じ
っ
て
い

る
と
い
う
。

こ
の
報
告
書
の
中
心
を
な
す
の
は
呉
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
「
長
尾
雨
山
関
係
資
料
目
録
」（
全
一
七
四
頁
）
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、「
E
草
稿
」
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と
分
類
・
命
名
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
の
「
草
稿
（
ホ
）「
先
君
遺
墨
」（
詩
稿
冊
）
箱
14
」
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
雨
山
の
詩
歌
を
研
究
し
よ
う

と
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
最
も
緊
要
な
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
詩
稿
は
明
治
二
十
四
年
か
ら
昭
和
十
二
年
ま
で
の
作
品
が
二
十
二
冊
に
ま
と
め

て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
第
一
冊
（「
何
遠
楼
詩
稿　

辛
卯
至
己
亥
」）
は
明
治
二
十
四
年
か
ら
同
三
十
二
年
ま
で
の
九
年
分
、
第
二
冊
（「
何
遠
楼
詩
稿　

庚

子
至
癸
卯
」）
は
明
治
三
十
三
年
か
ら
同
三
十
六
年
ま
で
の
四
年
分
だ
が
、そ
れ
以
下
は
ほ
ぼ
一
冊
で
一
年
分
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
草
稿
（
ホ
）「
先

君
遺
墨
」（
詩
稿
冊
）
箱
14
」
の
部
分
に
列
記
さ
れ
た
作
品
数
を
数
え
て
み
る
と
、
約
八
七
〇
篇
で
あ
る
が
、
草
稿
の
中
に
は
ほ
か
に
も
明
ら
か
に

詩
歌
作
品
と
見
な
さ
れ
る
も
の
が
相
当
数
存
在
し
、
重
複
が
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
他
に
数
百
篇
は
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、「
長
尾
雨
山
関
係
資
料
」
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
詩
歌
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
目
を
通
す
こ
と
な
く
雨
山
の
詩
歌

に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
の
意
味
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
い
ま
だ
資
料
が
公
開
さ
れ
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
筆
者
は

敢
え
て
筆
者
自
身
が
独
自
に
集
め
て
き
た
作
品
を
資
料
と
し
て
、
彼
の
詩
作
と
他
者
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。「
長

尾
雨
山
関
係
資
料
」
公
開
ま
で
の
橋
渡
し
、
あ
る
い
は
公
開
後
、
本
格
的
な
研
究
が
始
め
ら
れ
る
際
の
一
つ
の
た
た
き
台
に
で
も
な
れ
ば
と
い
う
気

持
ち
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
が
収
集
し
て
き
た
雨
山
の
青
壮
年
期
の
作
品
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
当
時
の
新
聞
や
雑
誌
の
漢
詩
文
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
は
彼
が
自
ら
積
極
的
に
投
稿
し
、
選
者
が
評
価
し
た
か
ら
掲
載
さ
れ
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
す
べ
て
自
他
と
も
に
認
め
た
彼
の
代
表
的

な
作
品
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
稿
の
考
察
は
全
く
無
意
味
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
な
お
、
以
下
、
年
次
を
記
す
際
、
自
明
な
も
の
に
つ
い
て
は
「
明
治
」
の
年
号
を
省
略
す
る
。

二
、
高
松
で
の
少
年
期
の
作
品

こ
の
時
期
の
作
品
と
し
て
、
筆
者
は
四
篇
を
得
て
い
る
が
、
一
篇
だ
け
紹
介
し
て
お
こ
う
。
い
ず
れ
も
雨
山
の
師
、
片
山
冲
堂
（
一
八
一
六
～
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一
八
八
八
）
が
評
者
を
務
め
て
い
た
『
屋
山
旭
影（

注
４
）』

に
載
っ
て
い
る
。
同
誌
第
二
十
七
号
（
十
六
年
四
月
三
十
日
）
所
載
の
作
を
挙
げ
よ
う
。

　
　

桃
源
春
暁

仙
源
窮
処
洞
門
通　
　

仙
源　

窮
ま
る
処　

洞
門　

通
じ

萬
樹
夭
桃
帯
露
紅　
　

萬
樹
の
夭
桃　

露
を
帯
び
て
紅
な
り

頼
有
催
租
人
未
到　
　

頼
い
に
租
を
催
す
人
の
未
だ
到
ら
ざ
る
有
り

夢
酣
花
影
鳥
声
中　
　

夢　

酣
な
り　

花
影
鳥
声
の
中

課
題
詩
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
十
九
歳
の
時
の
作
で
あ
る
。

三
、
明
治
十
七
年
の
上
京
後
、
二
十
三
年
頃
ま
で
の
作
品

上
述
の
通
り
、
雨
山
は
十
七
年
に
上
京
し
、
東
京
大
学
で
の
学
業
、
そ
の
後
の
就
職
を
経
て
、
二
十
四
年
春
に
フ
リ
ー
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
期

の
作
品
を
筆
者
は
い
く
つ
か
収
録
し
て
い
る
。
東
大
在
学
中
の
作
品
と
見
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
最
も
特
徴
的
だ
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
次
の
作
品

で
あ
る
。

　
　

秋
夜
有
感

回
首
家
山
千
里
程　
　

首
を
家
山
に
回
ら
せ
ば　

千
里
の
程

西
風
落
木
旅
魂
驚　
　

西
風　

落
木　

旅
魂　

驚
く
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三
秋
客
思
多
帰
思　
　

三
秋
の
客
思
は　

帰
思　

多
く

四
壁
虫
声
似
雨
声　
　

四
壁
の
虫
声
は　

雨
声
に
似
た
り

詩
自
窮
時
漸
得
趣　
　

詩
は
窮
す
る
時
よ
り
漸
く
趣
を
得

愁
於
深
処
似
無
情　
　

愁
い
は
深
き
処
に
於
い
て
は
情
無
き
に
似
た
り

蕭
条
独
夜
眠
難
就　
　

蕭
条
た
る
独
夜　

眠
り
就
り
難
し

照
枕
寒
燈
滅
復
明（

注
５
）
　
　

枕
を
照
ら
す
寒
燈　

滅
え
て
復
た
明
ら
か
な
り

こ
こ
で
詠
出
さ
れ
て
い
る
望
郷
の
念
は
、
こ
の
時
期
彼
が
よ
く
表
現
し
た
詩
情
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
秋
も
彼
が
作
詩
に
お
い
て
最
も
好
む
季

節
で
あ
る
。
頸
聯
に
は
分
か
り
や
す
い
技
巧
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

東
大
在
学
中
の
作
と
見
ら
れ
る
他
の
三
篇
は
、司
馬
光
の「
破
甕
」の
故
事
と
新
法
・
旧
法
の
争
い
と
を
結
び
つ
け
た
頓
智
の
作「
温
公
破
瓮
図
」（
七

絶
）、
張
継
の
「
楓
橋
夜
泊
」
を
ひ
ね
っ
た
感
の
あ
る
「
秋
江
夜
泊
」（
七
絶
）
及
び
「
鎌
倉
道
中
」（
五
律
）
で
あ
る

（
注
６
）。

な
お
、『
朝
野
新
聞
』
二
十
二

年
一
月
二
十
九
日
に
「
円
覚
寺
」
と
題
す
る
五
律
の
詩
が
載
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
「
鎌
倉
道
中
」
と
同
時
の
鎌
倉
旅
行
の
際
の
作
か
も
し
れ
な
い
。

長
尾
正
和
に
よ
る
と
、
東
大
卒
業
後
の
美
術
学
校
在
職
中
、
雨
山
は
、
美
術
学
校
で
苦
楽
を
共
に
し
て
い
た
親
友
の
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三
～

一
九
一
三
）、
及
び
そ
の
他
数
名
の
美
術
学
校
関
係
者
と
共
に
、
二
十
二
年
夏
、
霞
ケ
浦
・
大
洗
に
遊
び
、
そ
の
時
の
「
大
洗
観
濤
」（
七
律
）
と
題

す
る
雨
山
・
天
心
の
唱
酬
詩
が
残
っ
て
い
る
。『
朝
野
新
聞
』
二
十
二
年
八
月
十
六
日
所
載
の
「
刀
江
行
」（
七
言
十
二
句
）
も
そ
の
旅
行
の
途
中
で

の
作
品
か
も
し
れ
な
い
。
正
和
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
か
「
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
頃
か
、
二
人
で
鎌
倉
方
面
へ
遊
ん
だ
よ
う
で
、
そ
の
時

の
唱
酬
詩
も
残
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
（
と
す
る
と
、
上
述
の
「
鎌
倉
道
中
」
を
詠
ん
だ
時
と
は
別
の
旅
と
い
う
こ
と
に
な
る
）。
そ
し
て
、
天
心
の
公
務
出

張
を
利
用
し
て
、「
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
、
二
人
は
京
都
奈
良
へ
旅
行
し
た

（
注
７
）。」

そ
の
他
、「
避
俗
竹
深
処
」
で
始
ま
る
「
雑
詩
二
首
之
一
」（
五
絶
）、
関
ケ
原
へ
旅
行
に
行
っ
て
詠
ん
だ
と
見
ら
れ
る
「
関
原
懐
古
」（
七
絶（

注
８
））、「
清
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明
」（
七
絶
）、「
春
興
」（
七
律
）、「
題
梅
花
」（
七
絶（

注
９
））
な
ど
も
あ
る
。『
し
が
ら
み
草
紙
』
第
十
二
号
（
二
十
三
年
九
月
二
十
五
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
七

律
の
三
首
連
作
「
追
憶
旧
游
有
感
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
月
ヶ
瀬
（
二
十
三
年
年
初
か
ら
の
京
都
奈
良
旅
行
の
際
の
訪
問
か
）
や
利
根
川
な
ど
へ
の
旅
を
回

顧
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
三
首
を
挙
げ
よ
う
。

　
　

追
憶
旧
游
有
感
其
三

三
過
刀
水
詠
長
流　
　

三
た
び
刀
水
〔
利
根
川
〕
を
過わ
た

り
て
長
流
を
詠
め
ば

満
目
蒼
茫
関
八
州　
　

満
目　

蒼
茫
た
り　

関
八
州

鶻
影
掃
霜
横
大
野　
　

鶻
影
は
霜
を
掃
い
て
大
野
に
横
た
わ
り

濤
声
捲
月
撼
危
楼　
　

濤
声
は
月
を
捲
い
て
危
楼
を
撼
か
す

江
山
仍
倚
孤
筇
客　
　

江
山
に　

仍
お
倚
る　

孤
筇
の
客
〔
一
人
旅
の
旅
人
〕

身
世
還
添
数
首
秋　
　

身
世　

還な

お
添
え
た
り　

数
首
の
秋

千
里
計
成
天
地
窄　
　

千
里
の
計　

成
り
て　

天
地　

窄
し

更
宜
何
処
試
豪
游　
　

更
に
宜
し
く
何
れ
の
処
に
か
豪
游
を
試
み
る
べ
け
ん

四
、
鄭
孝
胥
訪
問
と
「
詠
懐
」

明
治
に
入
っ
て
か
ら
来
日
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
詩
文
の
教
養
を
具
え
た
中
国
の
外
交
官
や
文
人
と
の
交
際
を
求
め
る
日
本
の
漢
詩
文
作
者
は
、

少
な
く
な
か
っ
た
が
、
雨
山
も
そ
の
よ
う
な
中
の
一
人
だ
っ
た
。
二
十
四
年
七
月
に
、
鄭
孝
胥
（
一
八
六
〇
～
一
九
三
八
）
が
駐
日
公
使
館
随
員
と
し

て
来
日
す
る
と
、
そ
の
こ
ろ
各
種
学
校
の
嘱
託
勤
務
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
雨
山
は
彼
の
も
と
を
訪
れ
、
交
流
を
始
め
て
い
る
。
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雨
山
が
初
め
て
鄭
孝
胥
に
会
っ
た
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日
の
こ
と
が
、
鄭
孝
胥
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
た
い
。

日
人
長
尾
槇
太
郎
来
謁
，
袖
海
為
之
介
。
其
人
号
雨
山
，
状
頗
寒
素
，
以
咏
懐
五
詩
為
贄
。
与
筆
談
，
詞
甚
暢
達
，
可
比
水
野
貫
龍
，
過
于
西

島
也
。
又
連
出
数
詩
，
皆
質
美
而
无
教
。
咏
懐
詩
有
曰
（
中
略
）、
又
曰
（
中
略
）、
筆
意
俱
好
，
可
以
造
就
，
談
加
午
乃
去
（
（注

（
注

。〔
日
人
長
尾
槇
太
郎

来
謁
す
。
袖
海
之
が
介
を
為
す
。
其
の
人
は
雨
山
と
号
し
、
状
頗
る
寒
素
な
り
。「
咏
懐
」
五
詩
を
以
て
贄
と
為
す
。
与
に
筆
談
す
る
に
、
詞
甚
だ
暢
達
す
。
水

野
貫
龍
に
比
す
可
く
、西
島
に
過
ぎ
た
り
。
又
連つ

づ

け
て
数
詩
を
出
だ
す
に
，皆
質
美よ

く
し
て
教く
ら

ぶ
る
も
の
无
し
。「
咏
懐
」
詩
に
曰
う
有
り
（
中
略
）、又
曰
く
（
中

略
）、
筆
意
俱
に
好
く
，
以
て
造
就
す
可
し
。
談　

午
を
加こ

え
て
乃
ち
去
る
。〕

「
可
以
造
就
」、
す
な
わ
ち
見
込
み
の
あ
る
人
物
だ
と
の
鄭
孝
胥
の
感
想
が
、
印
象
的
で
あ
る
。
雨
山
が
手
土
産
代
わ
り
に
持
参
し
、
鄭
孝
胥
に
評

価
さ
れ
た
「
詠
懐
」
詩
が
、
こ
れ
よ
り
二
年
半
後
の
二
十
六
年
六
月
二
日
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
文
苑
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
見
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。

　
　
　

 

詠
懐

　

①（
（注

（
注

秋
天
何
寥
廓　
　

秋
天　

何
ぞ
寥
廓
〔
広
く
果
て
し
な
い
〕
た
る

　
　

上
有
玄
鶴
翔　
　

上
に
玄
鶴
〔
黒
い
鶴
〕
の
翔
る
有
り

　
　

清
唳
落
九
皐　
　

清
唳
〔
清
ら
か
な
鶴
の
鳴
き
声
〕　

九
皐
に
落
ち

　
　

餘
韻
散
八
荒　
　

餘
韻　

八
荒
に
散
ず

　
　

鷰
雀
亦
何
意　
　

鷰
雀
〔
小
人
物
の
比
喩
〕　

亦　

何
を
か
意
わ
ん

　
　

飛
鳴
上
枯
楊

（
（注

（
注　

　

飛
び
鳴
き
て
枯
楊
に
上
る
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詹
々
彼
小
言　
　

詹
々
〔
く
ど
い
さ
ま
〕
た
る
彼
の
小
言

　
　

安
得
大
雅
揚　
　

安
く
ん
ぞ
大
雅
の
揚
が
る
を
得
ん

　
　

我
独
寤
寐
言　
　

我　

独
り
寤
め
ん
も
寐
ね
ん
も
言
い

　
　

涕
下
沾
衣
裳　
　

涕　

下
り
て　

衣
裳
を
沾
す

　

②
懐
彼
南
方
美　
　

彼
の
南
方
の
美
を
懐
い

　
　

明
発
上
崇
楼　
　

明
あ
け
が
た

に
発
し
て
崇
楼
に
上
る

　
　

我
欲
往
従
之　
　

我　

往
き
て
之
に
従
わ
ん
と
欲
す
る
も

　
　

褰
衣
聊
夷
猶　
　

衣
を
褰か

か

げ
て
聊
か
夷
猶
〔
た
ち
も
と
お
る
〕
す

　
　

鳴
雁
自
遠
到　
　

鳴
雁　

遠
き
よ
り
到
る
も

　
　

煙
樹
翳
道
周　
　

煙
樹　

道
周
〔
路
傍
〕
を
翳お

お

う

　
　

伊
余
悵
有
慼　
　

伊わ

余れ　

悵い
た

み
て
慼
え
有
り

　
　

萬
里
倚
素
秋　
　

萬
里　

素
秋
〔
秋
〕
に
倚
る

　
　

相
思
不
相
見　
　

相
思
う
も
相
見
ず

　
　

寥
天
一
悠
　々
　

寥
天
〔
ど
こ
ま
で
も
広
い
天
空
〕　

一
に
悠
々
た
り

　

③
野
鶴
何
昂
　々
　

野
鶴
〔
隠
士
の
比
喩
〕　

何
ぞ
昂
々
〔
高
潔
〕
と
し
て

　
　

難
伍
鶏
群
中　
　

鶏
群
の
中
に
伍
し
難
き

　
　

呑
舟
不
棲
河　
　

呑
舟
は
河
に
棲
ま
ず

　
　

枳
棘
鸞
鳳
空

（
（注

（
注　

　

枳
棘
に
鸞
鳳
空
し

　
　

昏
旦
槽
櫪
食　
　

昏
旦　

槽
櫪
の
食
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焉
飽
十
里
驄　
　

焉
く
ん
ぞ
十
里
の
驄
を
飽
か
し
め
ん

　
　

燕
臺
市
朽
骨　
　

燕
臺　

朽
骨
を
市
う

（
（注

（
注

　
　

知
己
欲
何
逢　
　

知
己　

何
く
に
か
逢
わ
ん
と
欲
す
る

　
　

浩
々
丈
夫
志　
　

浩
々
た
る
丈
夫
の
志
は

　
　

莫
与
群
小
同　
　

群
小
と
同
じ
く
す
る
莫
し

　

④
飯
籮
駆
軀
急　
　

飯
籮
〔
飯
か
ご
〕　

軀
を
駆
る
こ
と
急
に
し
て

　
　

平
生
寡
暇
豫　
　

平
生　

暇
豫
〔
楽
し
む
暇
〕　

寡
な
し

　
　

兀
傲
不
合
世　
　

兀
傲
と
し
て
世
に
合
わ
ず

　
　

俗
子
謂
吾
倨　
　

俗
子
は
吾
を
倨
れ
り
と
謂
う

　
　

朅
来
有
尚
友　
　

朅
来
〔
近
頃
〕　

尚
友　

有
り

　
　

聊
可
袪
煩
慮　
　

聊
か
煩
慮
を
袪さ

る
可
し

　
　

抂
屈
匪
我
志　
　

抂
げ
屈
す
る
は
我
が
志
に
匪
ず

　
　

忽
々
日
月
除　
　

忽
々
と
し
て
日
月　

除す

ぐ

　
　

幽
人
美
貞
吉　
　

幽
人
〔
隠
士
〕
は
貞
吉
を
美
す
る
も

　
　

世
道
貴
濶
歩　
　

世
道
は
濶
歩
を
貴
ぶ

　

⑤
聖
人
死
既
久　
　

聖
人　

死
し
て
既
に
久
し

　
　

大
盗
曷
不
止　
　

大
盗　

曷
ぞ
止
ま
ざ
る

（
（注

（
注

　
　

老
聃
治
術
疎　
　

老
聃
〔
聃
は
老
子
の
謚
〕
は
治
術
に
疎
く

　
　

無
為
為
天
理　
　

無
為
を
天
理
と
為
す
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金
気
入
秋
粛　
　

金
気　

秋
に
入
り
て
粛き

び

し
く

　
　

猛
鵰
盤
空
至　
　

猛
鵰
〔
猛
々
し
い
鷲
〕　

空
を
盤め

ぐ

り
て
至
る

　
　

狡
兎
為
所
懾　
　

狡
兎
〔
は
し
こ
い
兎
〕
も
懾お

ど

す
所
と
為
り

　
　

天
地
悲
風
起　
　

天
地
に　

悲
風　

起
こ
る

　
　

蚩
々
彼
羣
小　
　

蚩
々
〔
愚
か
〕
た
る
彼
の
羣
小

　
　

屑
々
唯
事
利　
　

屑
々
と
し
て　

唯　

利
を
の
み
事
と
す

　
　

以
是
孟
軻
氏　
　

是
れ
を
以
て
孟
軻
〔
軻
は
孟
子
の
名
〕
氏

　
　

発
口
説
仁
義　
　

口
を
発
け
ば
仁
義
を
説
き
ぬ

利
を
の
み
事
と
す
る
小
人
が
の
さ
ば
る
世
の
中
。
隠
士
な
が
ら
も
呑
舟
の
魚
や
鸞
鳳
た
る
プ
ラ
イ
ド
の
あ
る
私
は
、
自
分
を
世
の
中
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
私
を
、
俗
子
は
倨
傲
と
称
す
る
が
、
私
は
己
を
曲
げ
て
ま
で
知
己
が
欲
し
い
と
は
思
わ
な
い
。
昔
の
賢
人
を
友
と

す
れ
ば
煩
慮
を
去
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
…
…

こ
の
作
品
に
は
、
当
時
清
国
駐
日
公
使
館
の
参
賛
官
を
務
め
て
い
た
呂
増
祥
（
字
秋
樵
。
？
～
一
九
〇
一
）
と
、『
東
京
日
日
新
聞
』
文
苑
を
主
宰

し
て
い
た
森
槐
南
（
別
号
菊
如
澹
人
等
。
一
八
六
三
～
一
九
一
一
）
の
批
語
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

音
古
味
旨
、骨
気
倶
高
、於
嵆
仲
散
・
阮
嗣
宗
間
、別
成
一
家
。
是
陳
伯
玉
之
所
欲
力
撫

（
（注

（
注

者
。〔
音
古
〈
古
風
〉
く
味
旨よ

く
、骨
・
気
倶
に
高
く
、嵆
仲
散
・

阮
嗣
宗
の
間
に
於
い
て
、
別
に
一
家
を
成
す
。
是
れ
陳
伯
玉
の
力
め
て
撫
わ
ん
と
欲
す
る
所
の
者
な
り
。〕

こ
の
評
語
は
、〈
雨
山
の
こ
の
作
品
の
特
色
は
魏
の
嵆
康
・
阮
籍
に
似
通
い
つ
つ
も
別
に
一
家
を
成
し
た
も
の
で
、「
感
遇
三
十
八
首
」
を
詠
ん
だ
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初
唐
の
陳
子
昂
が
倣
お
う
と
し
た
阮
籍
の
「
詠
懐
」
詩
の
詩
境
に
雨
山
な
り
に
到
達
し
得
て
い
る
〉
と
い
っ
た
意
味
に
解
し
て
よ
い
と
思
う
。
適
確

な
批
評
と
言
え
よ
う
。

つ
い
で
な
が
ら
、
雨
山
は
鄭
孝
胥
と
唱
和
し
た
作
品
を
古
里
の
新
聞
『
香
川
新
報
』
に
投
稿
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
二
十
五
年
の
十
二
月

二
十
七
日
、
同
郷
の
友
人
、
牧
野
静
斎
（
一
八
六
三
～
一
九
三
七
）
と
と
も
に
鄭
の
宿
舎
を
訪
れ
た
後
、
新
橋
の
料
亭
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
時
の
唱

和
で
あ
る
。
二
十
六
年
四
月
十
三
日
と
二
十
日
の
同
紙
「
文
苑
」
に
、
鄭
の
七
律
、
こ
れ
に
次
韻
し
た
雨
山
の
「
明
治
壬
辰
臘
月
念
八
日
訪
清
国
星

使
随
員
鄭
大
夷
（
号
蘇
龕
）
僑
居
共
飲
於
新
槁
湖
月
楼
席
上
次
韵
賦
贈
」
と
題
す
る
作
、
及
び
同
題
の
静
斎
の
作
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
雨
山
の

作
の
後
に
付
さ
れ
た
静
斎
の
次
の
識
語
に
よ
り
、
当
日
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る

（
（注

（
注

。

此
日
、
余
亦
同
遊
。
酒
間
、
各
相
約
、
刻
一
詩
、
賦
律
一
首
、
詩
不
成
者
、
罰
依
金
谷
酒
数
。
蘇
龕
沈
吟
良
久
、
乃
書
其
旧
作
、
見
示
。
雨
山

即
次
之
。
此
詩
是
也
。
亦
吟
壇
快
事
哉
。〔
此
の
日
、
余
も
亦
同
に
遊
ぶ
。
酒
間
、
各
お
の
相
約
す
ら
く
、
一
詩
に
刻か
ぎ

り
、
律
一
首
を
賦
せ
ん
、
詩
成
ら
ざ

る
者
は
、
罰
金
谷
の
酒
数
に
依
ら
ん
と
。
蘇
龕
沈
吟
す
る
こ
と
良
久
し
く
し
て
、
乃
ち
其
の
旧
作
を
書
き
、
見し

示め

す
。
雨
山
即
ち
之
に
次
す
。
此
の
詩
是
れ
な
り
。

亦
吟
壇
の
快
事
な
る
か
な
。〕

政
治
家
で
あ
る
と
と
も
に
詩
人
と
し
て
も
著
名
だ
っ
た
鄭
孝
胥
と
交
際
し
、
詩
の
唱
和
ま
で
し
た
こ
と
は
、
雨
山
に
と
っ
て
相
当
に
誇
ら
し
い
こ

と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
そ
の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
郷
里
の
新
聞
に
投
稿
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る

（
（注

（
注

。
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五
、「
詠
懐
」
系
統
の
作
品

　
⑴
「
貧
士
歌
」

さ
て
、
二
十
六
年
に
入
っ
て
か
ら
、
雨
山
は
右
引
の
「
詠
懐
」
と
同
様
の
詩
想
や
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
よ
う
な
作
品
を
次
々
に
発
表
す
る
よ
う

に
な
る
。
同
年
五
月
十
二
日
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
文
苑
に
掲
載
さ
れ
た
「
貧
士
歌

（
（注

（
注

」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

貧
士
歌

商
飇
觱
発
至　
　

商
飇
〔
秋
風
〕　

觱
発
と
し
て
至
る
も

我
褐
不
及
腰　
　

我
が
褐
は
腰
に
及
ば
ず

以
何
医
調
飢　
　

何
を
以
て
か
調
飢

（
（注

（
注

を
医
さ
ん

葵
藿
日
以
彫　
　

葵
藿
〔
君
主
・
長
上
へ
の
忠
誠
心
〕　

日
に
以
て
彫
む

宵
人
駕
軒
路

（
（注

（
注　
　

宵
人
〔
小
人
〕　

軒
路
に
駕
し

揚
揚
崇
闥
朝　
　

揚
揚
と
し
て
崇
闥
に
朝
す

雖
有
貧
士
歎　
　

貧
士
の
歎
き
有
り
と
雖
も

蘆
中
不
可
徼　
　

蘆
中

（
（注

（
注　

徼
む
可
か
ら
ず

昂
然
仰
天
歌　
　

昂
然
と
し
て
天
を
仰
ぎ
て
歌
え
ば

歌
声
美
於
簫　
　

歌
声　

簫
よ
り
も
美
し

自
己
の
貧
し
さ
、
貧
し
さ
ゆ
え
に
赤
心
も
し
ぼ
ん
で
ゆ
く
。
権
力
を
握
る
小
人
に
対
す
る
憤
り
、
一
方
、
己
が
持
す
る
清
ら
か
な
心
。
こ
の
作
品
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に
も
呂
増
祥
と
森
槐
南
の
批
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。

呂
：
観
化
固
窮
、
随
境
自
得
、
皆
元
亮
胸
臆
間
語
。〔
化
を
観
れ
ば
固
よ
り
窮
し
、
境
に
随
え
ば
自
得
す
。
皆
元
亮

（
（注

（
注

胸
臆
間
の
語
な
り
。〕

森
：
余
不
甚
喜
世
之
模
擬
剽
窃
、
撏
撦
飣
餖
、
公
然
自
命
為
擬
古
者
、
独
於
雨
山
詩
、
毎
撃
節
歎
賞
、
諷
誦
弗
能
釈
手
。
要
以
其
有
真
気
骨

真
学
問
耳
。
嘗
屢
与
青
厓
言
之
、
青
厓
亦
窃
同
余
意
。
而
近
日
憊
廃
、
終
致
令
偽
明
贋
唐
膚
浅
空
疎
之
徒
、
闖
其
城
塁
、
踞
其
墻
壁
、

深
自
潜
匿
、
陸
梁
跋
扈
、
軽
薄
嗤
点
、
甚
則
吹
毛
索
瘢
、
毫
無
忌
憚
。
余
窃
代
為
不
平
、
適
録
雨
山
此
章
、
乃
書
所
見
、
以
問
于
世
。〔
余

甚
だ
し
く
は
世
の
模
擬
剽
窃
、撏
撦
〈
引
き
は
が
し
剝
ぎ
取
る
〉
飣
餖
〈
寄
せ
集
め
る
〉
し
、公
然
と
し
て
自
ら
命
じ
て
擬
古
と
為
す
者
を
喜
ば
ざ
る
も
、

独
り
雨
山
の
詩
に
於
い
て
は
、
毎
に
節
を
撃
ち
て
歎
賞
し
、
諷
誦
し
て
手
を
釈は

な

つ
能
わ
ず
。
要
す
る
に
其
の
真
の
気
骨
、
真
の
学
問
有
る
を
以
て
の
み
。

嘗
て
屢
し
ば
青
厓
と
之
を
言
え
る
に
、
青
厓
も
亦
窃
か
に
余
が
意
に
同
ず
。
而
し
て
近
日
は
憊
廃
し
、
終
に
偽
明
贋
唐
、
膚
浅
空
疎
の
徒
を
し
て
、
其

の
城
塁
に
闖

は
い
り
こ

み
、
其
の
墻
壁
に
踞

う
ず
く
ま

り
、
深
く
自
ら
潜
匿
し
、
陸
梁
跋
扈
し
、
軽
薄
嗤
点
〈
嘲
り
あ
ら
捜
し
を
す
る
〉
し
、
甚
だ
し
く
は
則
ち
毛
を

吹
き
て
瘢
を
索
め
、
毫
も
忌
憚
無
か
ら
し
む
る
に
致
る
。
余
窃
か
に
代
わ
り
に
平
ら
か
な
ら
ず
と
為
す
。
適
た
ま
雨
山
の
此
の
章
を
録
し
て
、
乃
ち
所

見
を
書
し
、
以
て
世
に
問
わ
ん
。〕

呂
評
は
、
必
ず
し
も
作
品
の
趣
を
正
確
に
と
ら
え
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
森
評
は
、
当
時
の
詩
壇
の
雨
山
観
を
も
伝
え

て
く
れ
る
も
の
で
、有
益
で
あ
る
。
森
評
の
要
点
の
一
つ
は
〈
雨
山
の
擬
古
の
作
は
、当
時
の
模
倣
や
剽
窃
ば
か
り
を
事
と
し
た
擬
古
の
作
と
異
な
っ

て
、
本
格
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
雨
山
が
真
の
「
気
骨
」
と
真
の
「
学
問
」
を
具
え
て
い
る
た
め
に
可
能
と
な
っ
た
〉
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ

は
〈
唐
・
明
の
詩
風
の
う
わ
べ
だ
け
を
模
倣
す
る
連
中
が
、
臆
面
も
な
く
他
人
の
作
の
あ
ら
捜
し
を
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
風
潮
は
残
念
だ
が
、
そ
の

よ
う
な
無
念
を
晴
ら
す
た
め
に
も
雨
山
の
こ
の
作
品
は
収
載
す
る
に
値
す
る
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
気
骨
」
は
、「
詠
懐
」
詩
に
対
す
る
森
評
に
見

え
た
「
骨
気
」
と
同
義
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
作
品
に
勢
い
と
力
が
あ
る
、
今
風
に
言
え
ば
、
骨
太
で
力
強
い
と
い
う
こ
と
で
、
森
槐
南
の
雨
山
観
の
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根
底
を
な
す
も
の
の
一
つ
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、森
に
同
意
し
た
青
厓
と
は
、国
分
青
厓
（
一
八
五
七
～
一
九
四
四
）
で
あ
る
こ
と
、言
う
ま
で
も
な
い
。

　
⑵
「
消
遣
十
首
」

次
に
、
二
十
七
年
八
月
に
新
聞
『
日
本

（
（注

（
注

』
に
連
載
さ
れ
た

（
（注

（
注

「
消
遣
十
首
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　

消
遣
十
首

　

①
窮
居
幾
何
年　
　

窮
居
す
る
こ
と
幾
何
年
ぞ

　
　

頗
知
寒
与
飢　
　

頗
る
知
る　

寒
さ
と
飢
え
と
を

　
　

神
京
駿
髦
会　
　

神
京
〔
帝
都
〕
に
は　

駿
髦　

会
す
る
も

　
　

貧
儒
疎
時
宜　
　

貧
儒
は
時
宜
に
疎
し

　
　

文
章
不
直
銭　
　

文
章
は
銭
に
直あ

た
ら
ざ
る
も

　
　

吟
哦
猶
是
為　
　

吟
哦　

猶
お
是
れ
を
為
す

　
　

斗
米
三
旬
食　
　

斗
米　

三
旬
の
食

　
　

食
尽
安
求
之　
　

食
ら
い
尽
く
さ
ば　

安
く
に
か
之
を
求
め
ん

　
　

向
来
門
下
客　
　

向
来　

門
下
の
客

　
　

望
望
路
人
姿　
　

望
望
た
り　

路
人
の
姿

　
　

世
道
由
黄
金　
　

世
道
は
黄
金
に
由
る

　
　

刎
頸
誰
与
期　
　

刎
頸　

誰
と
か
期
せ
ん
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方
悔
出
山
拙　
　

方は
じ
め

て
山
を
出
づ
る
〔
世
に
出
て
活
動
す
る
〕
の
拙
き
を
悔
ゆ
る
も

　
　

名
利
置
身
危　
　

名
利
に
身
を
置
か
ば
危
う
し

　
　

龍
蛇
困
沙
泥　
　

龍
蛇　

沙
泥
に
困
し
み

　
　

徒
為
螻
蟻
嗤　
　

徒
ら
に
螻
蟻
の
嗤
う
と
こ
ろ
と
為
る
の
み

　

②
聖
賢
彼
何
者　
　

聖
賢　

彼　

何
者
ぞ

　
　

放
言
驚
鬼
神　
　

放
言　

鬼
神
を
驚
か
す

　
　

礼
義
施
桎
梏　
　

礼
義
は　

桎
梏
を
施
し

　
　

俾
人
亡
性
醇　
　

人
を
し
て
性
の
醇
を
亡
わ
し
む

　
　

累
累
魯
中
叟　
　

累
累
た
り　

魯
中
の
叟
〔
孔
子
の
こ
と
〕

　
　

道
窮
泣
獲
麟　
　

道　

窮
ま
り　

泣
き
て
獲
麟
〔
擱
筆
〕
す

　
　

膰
肉
軽
去
就　
　

膰
肉　

去
就
を
軽
く
し

（
（注

（
注

　
　

遠
遊
煩
征
輪　
　

遠
遊　

征
輪
を
煩
わ
す

　
　

一
生
唯
歎
嗟　
　

一
生　

唯　

歎
嗟
す
る
の
み

　
　

仲
尼
非
達
人　
　

仲
尼
〔
孔
子
の
字
〕
は
達
人
に
非
ず

　
　

碌
碌
我
何
為　
　

碌
碌
と
し
て
我　

何
を
か
為
さ
ん

　
　

独
慙
頭
上
巾　
　

独
り
頭
上
の
巾

（
（注

（
注

を
慙
ず

　
　

酔
当
浩
然
歌　
　

酔
わ
ば
当
に
浩
然
と
し
て
歌
う
べ
し

　
　

天
地
気
象
新　
　

天
地　

気
象　

新
た
な
り

　
　

羲
皇
距
不
遠　
　

羲
皇
〔
伏
羲
の
こ
と
〕　

距
た
る
こ
と
遠
か
ら
ず
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暫
得
復
天
真　
　

暫
く
天
真
を
復
す
る
を
得
た
り

　

③
老
聃
矇
事
理　
　

老
聃
は
事
理
に
矇く

ら

く

　
　

有
無
失
涯
垠　
　

有
無
を
涯
垠
に
失
う

　
　

放
縦
一
舜
跖　
　

放
縦
〔
気
ま
ま
〕
に
舜
跖
〔
聖
人
と
悪
人
〕
を
一
に
せ
ば

　
　

何
以
率
黎
民　
　

何
を
以
て
か
黎
民
を
率
い
ん

　
　

谷
神
窈
難
知　
　

谷
神
〔
宇
宙
の
本
体
＝
道
〕
は
窈
と
し
て
知
り
難
け
れ
ど
も

　
　

歴
歴
形
骸
陳　
　

歴
歴
と
し
て　

形
骸　

陳
な
る

　
　

萬
物
各
流
形　
　

萬
物　

各
お
の
形
を
流し

き

　
　

蒼
蒼
日
以
新　
　

蒼
蒼
と
し
て
日
に
以
て
新
た
な
り

　
　

奚
復
辨
其
無　
　

奚
ぞ
復
た
其
の
無
を
辨
ぜ
ん

　
　

茫
茫
身
後
身　
　

茫
茫
た
り　

身
後
〔
死
後
〕
の
身

　
　

彼
亦
不
容
世　
　

彼
も
亦　

世
に
容
れ
ら
れ
ざ
ら
ん

　
　

牢
騒
不
平
倫　
　

牢
騒
た
る
不
平
の
倫

と
も
が
ら　

　
　

放
言
蔑
天
道　
　

放
言　

天
道
を
蔑な

み

し

　
　

空
論
欺
愚
人　
　

空
論　

愚
人
を
欺
く

　
　

胡
不
飲
醇
酒　
　

胡
ぞ
醇
酒
を
飲
み

　
　

陶
然
復
爾
真　
　

陶
然
と
し
て
爾
が
真
を
復
せ
ざ
る

　
　

玉
壺
寛
乾
坤　
　

玉
壺
は
乾
坤
を
寛
く
し

　
　

酔
中
無
富
貴　
　

酔
中
に
富
貴
無
し
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④
昔
慕
春
申
君　
　

昔　

慕
い
き　

春
申
君
の

　
　

豪
奢
天
下
驚　
　

豪
奢
に　

天
下　

驚
き

　
　

珠
履
三
千
客　
　

珠
履
〔
立
派
な
靴
〕　

三
千
の
客

　
　

談
笑
麾
百
城　
　

談
笑
し
て　

百
城
に
麾さ

し
ず

せ
し
を

（
（注

（
注

　
　

道
義
俾
人
迂　
　

道
義　

人
を
し
て
迂
な
ら
し
め

　
　

天
下
軽
儒
生　
　

天
下　

儒
生
を
軽
ん
ず

　
　

功
利
縦
横
策　
　

功
利　

縦
横
の
策

　
　

寸
分
重
刑
名　
　

寸
分
に
も
刑
名
を
重
ん
ず

　
　

会
客
飲
斗
酒　
　

客
と
会
し
て
斗
酒
を
飲
め
ば

　
　

黄
金
揮
手
軽　
　

黄
金　

手
を
揮
い
て
軽
し

　
　

眼
中
空
英
豪　
　

眼
中　

英
豪　

空
し
く

　
　

気
象
横
雲
瀛　
　

気
象　

雲
瀛
に
横
た
わ
る

　
　

朅
来
復
如
何　
　

朅
来　

復
た
如
何
せ
ん

　
　

翛
然
遺
世
情　
　

翛
然
と
し
て
世
情
を
遺
れ
た
り

　

⑤
南
方
有
美
人　
　

南
方
に
美
人
有
り

　
　

寤
寐
独
懐
之　
　

寤
寐
〔
寝
て
も
覚
め
て
も
〕　

独
り
之
を
懐
う

　
　

相
岐
未
数
月　
　

相
岐
れ
て
未
だ
数
月
な
ら
ざ
る
に

　
　

已
有
三
秋
思　
　

已
に
三
秋
の
思
い
有
り

　
　

新
識
日
幾
人　
　

新
識　

日
に
幾
人
ぞ
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不
若
一
旧
知　
　

一
旧
知
に
若
か
ず

　
　

襟
期
向
誰
許　
　

襟
期
〔
胸
の
う
ち
〕
誰
に
向
か
い
て
か
許
さ
ん

　
　

相
思
復
斯
詩　
　

相
思
い
て
斯
の
詩
を
復
す

　
　

忽
接
千
里
書　
　

忽
ち
千
里
の
書
を
接う

け
と

り

　
　

欲
読
意
先
馳　
　

読
ま
ん
と
欲
し
て　

意　

先
ず
馳
す

　
　

美
人
家
峻
谷　
　

美
人　

峻
谷
に
家
し

　
　

芙
蓉
被
清
池　
　

芙
蓉　

清
池
を
被
う

　
　

皓
月
湛
浥
露　
　

皓
月　

浥
露
を
湛
え

　
　

幽
光
盈
虚
帷　
　

幽
光　

虚
帷
に
盈
つ

　
　

酣
歌
颺
雲
漢　
　

酣
歌
し
て　

雲
漢
に
颺
が
り

　
　

欲
捧
王
母
巵　
　

王
母
の
巵
を
捧
げ
ん
と
欲
す

　
　

道
阻
不
可
就　
　

道　

阻
し
く
し
て　

就
く
可
か
ら
ず

　
　

惆
悵
倚
天
涯　
　

惆
悵
と
し
て
天
涯
に
倚
る

　

⑥
欲
廉
則
不
富　
　

廉
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
則
ち
富
ま
ず

　
　

欲
謙
則
不
貴　
　

謙
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
則
ち
貴
か
ら
ず

　
　

自
古
有
道
士　
　

古
よ
り
有
道
の
士
は

　
　

窮
餓
寡
所
慰　
　

窮
餓
し
て
慰
む
る
所
寡
な
し

　
　

彼
哉
趙
孟
栄　
　

彼
な
る
哉　

趙
孟
栄

　
　

玉
食
饜
加
餼　
　

玉
食
〔
贅
沢
な
食
事
〕
し
て
餼
を
加
う
る
に
饜
く

（
（注

（
注
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固
窮
我
知
之　
　

固
よ
り
窮
す
る

（
（注

（
注

は　

我　

之
を
知
れ
り

　
　

順
天
復
奚
畏　
　

天
に
順
え
ば　

復
た
奚
を
か
畏
れ
ん

　
　

瓠
大
徒
無
用　
　

瓠　

大
な
る
も　

徒
だ
用
無
き
の
み

　
　

風
物
弄
藻
蔚　
　

風
物　

藻
蔚
〔
美
し
い
文
辞
〕
を
弄
ば
ん

　
　

傾
羲
瞑
林
光　
　

傾
羲
〔
落
日
〕　

林
光
を
瞑
く
し

　
　

晩
蜩
喧
如
沸　
　

晩
蜩
〔
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
〕　

喧
し
き
こ
と
沸
く
が
如
し

　
　

何
時
商
飈
至　
　

何
れ
の
時
か　

商
飈
〔
秋
風
〕　

至
れ
る

　
　

天
地
多
金
気　
　

天
地　

金
気
〔
秋
の
気
配
〕　

多
し

　
　

四
海
方
薦
瘥　
　

四
海　

方
に
瘥

や
ま
し
き

を
薦か

さ

ね
（
（注

（
注

た
り

　
　

元
老
在
忠
毅　
　

元
老
は
忠
毅
に
在
り

　
　

一
人
憂
社
稷　
　

一
人　

社
稷
を
憂
う
る
の
み

　
　

鄙
人
遑
恤
緯　
　

鄙
人
は
緯
を
恤
う
る
に
遑
あ
ら
ん
や

（
（注

（
注

　

⑦
大
人
為
民
上　
　

大
人
を
民
の
上
と
為
す

　
　

所
以
有
大
憂　
　

大
憂
有
る
所
以
な
り

　
　

心
苟
存
社
稷　
　

心
に
苟
も　

社
稷　

存
せ
ば

　
　

豈
可
為
躬
謀　
　

豈　

躬
の
為
に
謀
る
可
け
ん

　
　

誰
能
奏
膚
公

（
（注

（
注　

　

誰
か
能
く
膚
公
を
奏
せ
ん

　
　

逸
豫
為
公
侯　
　

逸
豫
た
る
を
公
侯
と
為
す

（
（注

（
注

　
　

緬
想
仲
山
甫　
　

緬
想
〔
は
る
か
に
思
い
や
る
〕
す　

仲
山
甫
〔
周
王
朝
中
興
の
臣
〕
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補
袞
古
所
尤　
　

袞
を
補
い

（
（注

（
注

し
は
古
の
尤す

ぐ

れ
た
る
所

　
　

周
宣
中
興
業　
　

周
宣
〔
周
の
宣
王
〕　

中
興
の
業

　
　

元
戎
旆
旌
悠　
　

元
戎
〔
大
き
な
兵
車
〕　

旆
旌
〔
旗
〕　

悠
な
り

　
　

蠢
爾
彼
匪
茹　
　

蠢
爾
と
し
て
彼　

茹は
か

ら
れ
ず

（
（注

（
注

　
　

何
以
壮
其
猶　
　

何
を
以
て
か
其
の
猶

は
か
り
ご
と

を
壮
ん
に
す
る

　
　

野
人
亦
何
意　
　

野
人　

亦　

何
を
か
意
わ
ん

　
　

采
芹
水
中
洲　
　

芹
を
水
中
の
洲
に
采
る

　
　

献
之
君
王
側　
　

之
を
君
王
の
側
に
献
じ

（
（注

（
注

　
　

瞻
望
威
鳳
楼　
　

威
鳳
楼

（
（注

（
注

を
瞻
望
す

　

⑧
惸
惸
寡
所
交　
　

惸
惸
〔
憂
え
る
さ
ま
〕
と
し
て
交
わ
る
所
寡
な
く

　
　

静
退
且
優
遊　
　

静
退
し
且
つ
優
遊
す

　
　

偶
与
故
人
遇　
　

偶
た
ま
故
人
と
遇
わ
ば

　
　

欣
然
相
延
留　
　

欣
然
と
し
て
相
延
留
す

　
　

興
到
挈
壺
觴　
　

興　

到
ら
ば　

壺
觴
を
挈と

り

　
　

嗚
嗚
聊
復
謳　
　

嗚
嗚
〔
擬
音
語
〕
と
し
て
聊
か
復
た
謳
う

　
　

鶏
鳴
忙
舜
跖　
　

鶏　

鳴
く
や　

舜　

跖　

忙
し
け
れ
ど
も

　
　

孜
孜
何
所
求　
　

孜
孜
と
し
て
何
の
求
む
る
所
ぞ

（
（注

（
注

　
　

腐
儒
輟
道
義　
　

腐
儒
は
道
義
を
輟
め

　
　

賢
者
尚
苟
偸　
　

賢
者
は
苟
偸
〔
か
り
そ
め
の
安
楽
を
貪
る
こ
と
〕
を
尚
ぶ

−41−



　
　

胡
俾
杞
人
憂　
　

胡
ぞ
杞
人
を
し
て
憂
え
し
め
ん

　
　

蒼
天
事
悠
悠　
　

蒼
天
は　

事　

悠
悠
た
り

　
　

謳
亦
誰
能
聴　
　

謳
わ
ん
も　

亦　

誰
か
能
く
聴
か
ん

　
　

洞
洞
来
殷
憂　
　

洞
洞
と
し
て　

殷
憂
〔
深
い
憂
い
〕　

来
る

　

⑨
憂
去
宜
更
笑　
　

憂
い
去
ら
ば
宜
し
く
更
め
て
笑
う
べ
し

　
　

人
生
能
幾
何　
　

人
生　

能
く
幾
何
ぞ

　
　

清
酤
傾
百
壺　
　

清
酤　

百
壺
を
傾
け

　
　

陶
然
酣
且
歌　
　

陶
然
と
し
て
酣た

の

し
み
且
つ
歌
わ
ん

　
　

融
融
無
碍
滞　
　

融
融
と
し
て　

碍
滞　

無
く

　
　

綽
綽
寛
包
羅　
　

綽
綽
と
し
て
寛
く
包
羅
せ
ん

　
　

憂
亦
不
至
傷　
　

憂
う
る
も　

亦　

傷
む
に
至
ら
ず

　
　

期
在
大
義
科　
　

期
す
る
は　

大
義
の
科
せ
ら
る
る
に
在
り

（
（注

（
注

　
　

大
義
匪
躬
故　
　

大
義
は
躬
が
故
に
匪
ず

　
　

天
歩
不
可
蹉　
　

天
歩
は　

蹉
く
可
か
ら
ず

　

⑩
園
林
嘉
夏
景　
　

園
林
は　

夏
景　

嘉
し

　
　

冲
融
萬
象
施　
　

冲
融
〔
や
わ
ら
ぎ
〕　

萬
象
に
施
す

　
　

朱
華
発
離
離　
　

朱
華
〔
赤
い
花
〕　

発
し
て
離
離
〔
濃
密
〕
た
り

　
　

素

亦
紛
披　
　

素

〔
白
い
花
〕
も
亦　

紛
披
〔
咲
き
乱
れ
て
い
る
〕
た
り

　
　

微
風
度
筦
簟　
　

微
風　

筦
簟
〔
イ
グ
サ
や
竹
の
筵
〕
を
度わ

た

り
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爽
凉
生
縐
絺　
　

爽
凉　

縐
絺
〔
縮
み
織
り
の
服
〕
に
生
ず

　
　

高
柳
蟬
声
永　
　

高
柳　

蟬
声　

永
く

　
　

静
境
流
光
遅　
　

静
境　

流
光　

遅
し

　
　

幽
人
独
掩
門　
　

幽
人　

独
り
門
を
掩
う

　
　

匏
繫
欲
何
為　
　

匏
繫
〔
閑
居
〕
し
て
何
を
か
為
さ
ん
と
欲
す
る

　
　

挙
世
絶
忠
厚　
　

世
を
挙
げ
て　

忠
厚　

絶
え
た
り

　
　

大
雅
孰
扶
持　
　

大
雅　

孰
か
扶
持
せ
ん

　
　

嗒
焉
不
能
言　
　

嗒
焉
と
し
て
言
う
能
わ
ず

　
　

聊
作
消
遣
詩　
　

聊
か
消
遣
の
詩
を
作
り
ぬ

隠
居
し
て
仕
え
ず
、
貧
し
い
暮
ら
し
。
都
は
賢
い
人
ば
か
り
。
貧
儒
は
時
宜
に
疎
い
。
文
学
な
ど
金
に
は
な
ら
ぬ
の
に
、
そ
れ
で
も
吟
哦
を
や
め

ら
れ
な
い
。
世
間
は
金
ば
か
り
。
刎
頸
の
友
な
ど
、
ど
こ
に
い
よ
う
か
。
龍
蛇
（
傑
出
し
た
人
物
）
が
困
窮
し
、
虫
け
ら
に
あ
ざ
笑
わ
れ
て
い
る
。
孔

子
の
よ
う
な
聖
賢
も
、
結
局
は
道
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
か
ら
、
一
生
嘆
き
続
け
る
だ
け
。
だ
か
ら
、
孔
子
は
達
人
と
は
言
え
な
い
。
読
書
人

の
生
き
方
な
ど
や
め
、
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
て
暮
ら
せ
ば
、
し
ば
ら
く
で
も
天
真
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
毎
日
多
く
の
人
と
知
り
合
い
に
な
る

が
、
一
の
旧
知
に
若
か
な
い
。
し
か
し
、
な
か
な
か
そ
の
人
の
近
く
ま
で
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
人
は
一
人
、
社
稷
を
憂
え
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
人
も
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
世
の
中
に
は
忠
孝
の
道
が
絶
え
て
い
る
。
大
雅
を
扶
持
す
る
人
な
ど
、
ど
こ
に
も
い

な
い
。
消
遣
の
詩
で
も
作
る
し
か
な
い
。
…
…
孔
子
や
老
子
ま
で
も
こ
き
下
ろ
し
、
最
後
は
陶
淵
明
の
境
地
に
帰
し
て
い
る
。

こ
の
詩
の
第
十
首
の
「
大
雅
孰
扶
持
」
と
い
い
、
上
述
の
「
詠
懐
」
第
一
首
の
「
安
得
大
雅
揚
」
と
い
い
、
李
白
の
「
大
雅
久
不
作
、
吾
衰
竟
誰

陳
」
を
連
想
さ
せ
る
が
、
雨
山
は
「
大
雅
」
を
文
学
上
の
意
味
の
み
に
と
ど
め
ず
、
高
尚
雅
正
の
徳
目
・
徳
望
と
い
っ
た
意
味
で
使
っ
て
い
る
と
見
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て
い
い
だ
ろ
う
。
漠
然
と
し
た
意
味
合
い
の
語
で
は
あ
る
が
、
雨
山
の
理
想
と
し
た
も
の
が
感
性
的
に
表
さ
れ
た
、
あ
る
意
味
、
キ
ー
ワ
ー
ド
的
な

言
葉
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

連
載
の
最
終
日
に
は
、『
日
本
』
の
詩
欄
を
担
当
し
て
い
た
種
竹
山
人
―
本
田
種
竹
（
一
八
六
二
～
一
九
〇
七
）
と
太
白
山
人
―
国
分
青
厓
の
評
が

付
さ
れ
て
い
る
。

種
竹
山
人
曰
、
阮
嗣
宗
詠
懐
、
陶
冶
性
霊
、
厥
旨
淵
放
、
郭
茂
倩

（
（注

（
注

遊
仙
、
寄
思
縹
渺
、
暗
含
感
慨
、
陶
靖
節
飲
酒
、
性
情
所
至
、
語
多
托
興
。

此
等
諸
作
、
千
古
絶
大
文
章
、
而
大
抵
出
于
傷
時
憤
世
之
餘
、
自
有
欲
抑
而
不
能
抑
者
。
雨
山
此
篇
、
未
必
専
家
、
時
成
雑
調
、
然
己マ

マ

出
入
三

家
門
径
、
挹
精
摘
美
、
頗
費
功
力
、
至
如
其
気
象
渾
成
音
節
諧
調
者
、
則
殆
有
入
神
之
妙
。
此
雨
山
擅
塲
、
餘
子
皆
不
及
焉
。〔
阮
嗣
宗
の
「
詠
懐
」

は
、
性
霊
を
陶
冶
し
、
厥
の
旨
淵
放
〈
深
遠
で
拘
り
な
く
気
ま
ま
〉
な
り
。
郭
茂
倩
の
「
遊
仙
」
は
、
思
い
を
縹
渺
に
寄
せ
、
暗
に
感
慨
を
含
む
。
陶
靖
節
の

「
飲
酒
」
は
、
性
情
の
至
る
所
、
語
多
く
興
を
托
す
。
此
れ
等
の
諸
作
は
、
千
古
絶
大
の
文
章
に
し
て
、
大
抵
時
を
傷
み
世
を
憤
る
の
餘
に
出
で
、
自
ら
抑
え
ん

と
欲
し
て
抑
う
る
能
わ
ざ
る
者
有
り
。
雨
山
の
此
の
篇
は
、
未
だ
必
ず
し
も
専
家
な
ら
ず
、
時
に
雑
調
を
成
せ
ど
も
、
然
れ
ど
も
己す

で

に
三
家
の
門
径
に
出
入
し
、

精
を
挹
り
美
を
摘
み
、
頗
る
功
力
を
費
や
し
、
其
の
気
象
渾
成
に
し
て
音
節
諧
調
す
る
者
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
則
ち
殆
ど
神
に
入
る
の
妙
有
り
。
此
れ
雨
山

塲
を
擅
に
し
、
餘
子
は
及
ば
ず
。〕

太
白
山
人
曰
、
雨
山
五
古
、
気
以
実
志
、
志
以
定
言
、
陶
冶
情
性
、
吐
納
英
華
。
故
響
逸
而
調
遠
、
風
清
而
骨
峻
、
洵
五
言
之
長
城
也
。
消
遣

十
首
、
高
論
宏
裁
、
睥
睨
流
俗
、
而
満
腹
不
平
骯
髒
之
気
、
溢
筆
墨
間
。
此
阮
嗣
宗
之
流
亜
、
固
非
浮
文
弱
植
、
縹
渺
附
俗
者
所
企
及
。
鍾
嶸

論
歩
兵
詩
曰
、
言
在
耳
目
之
内
、
情
寄
八
荒
之
外
、
洋
洋
乎
会
於
風
雅
、
求
之
方
今
詩
人
、
其
唯
雨
山
歟
。〔
雨
山
の
五
古
は
、
気
以
て
志
を
実
た

し
、
志
以
て
言
を
定
め
、
情
性
を
陶
冶
し
、
英
華
を
吐
納
す
。
故
に
響
き
逸
に
し
て
調
べ
遠
く
、
風
清
く
し
て
骨
峻
し
く
、
洵
に
五
言
の
長
城
な
り
。「
消
遣
十
首
」

は
、
高
論
宏
裁
、
流
俗
を
睥
睨
し
、
而
し
て
腹
に
満
て
る
不
平
骯
髒
〈
高
ぶ
っ
て
屈
し
な
い
〉
の
気
、
筆
墨
の
間
に
溢
れ
た
り
。
此
れ
阮
嗣
宗
の
流
亜
に
し
て
、

固
よ
り
浮
文
弱
植
、
縹
渺
と
し
て
俗
に
附
す
る
者
の
企
及
す
る
所
に
非
ず
。
鍾
嶸　

歩
兵
の
詩
を
論
じ
て
曰
く
、「
言
耳
目
の
内
に
在
り
、
情
八
荒
の
外
に
寄
せ
、
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洋
洋
乎
と
し
て
風
雅
に
会
す
」
と
。
之
を
方
今
の
詩
人
に
求
め
ば
、
其
れ
唯
雨
山
か
。〕

種
竹
の
評
は
ほ
ぼ
的
を
射
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、「
未
だ
必
ず
し
も
専
家
な
ら
ず
、
時
に
雑
調
を
成
す
」
と
い
う
評
言
の
「
雑
調

を
成
す
」
は
、
第
三
首
の
末
句
が
押
韻
し
て
い
な
い
点
な
ど
を
暗
に
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
未
だ
必
ず
し
も
専
家
な
ら
ず
」
は
、「
題
蘭
城
遺
稿

辞
」
に
対
す
る
種
竹
の
評
の
中
に
出
て
く
る
雨
山
を
「
読
書
人
」
と
す
る
捉
え
方
（
後
述
）
と
表
裏
す
る
関
係
に
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
当
時
の
詩
人
を
、
詩
作
へ
の
取
り
組
み
方
な
ど
の
観
点
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
が
前
提
と
な
る
の
で
、
今
は
深
入
り
し
な
い
。

な
お
、「
消
遣
」
は
、
其
十
だ
け
独
立
さ
せ
た
形
で
、『
新
詩
綜
』
第
三
集
（
三
十
二
年
六
月
五
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る

雨
山
に
つ
い
て
の
紹
介
の
辞
と
詩
評
（
い
ず
れ
も
同
誌
の
主
宰
者
森
槐
南
の
執
筆
と
考
え
ら
れ
る
）
が
参
考
に
な
る
の
で
、
掲
げ
て
お
こ
う
。

雨
山
力
追
正
始
、
渉
筆
輒
作
魏
晋
人
語
。
風
清
骨
峻
、
辞
旨
淵
放
、
往
往
浹
洽
理
趣
。
曽
謂
誓
不
作
唐
以
後
調
。
予
初
疑
其
染
李
王
習
気
。
後

読
其
篇
什
、
胸
次
高
曠
、
逈
絶
塵
埃
、
知
非
甘
倣
優
孟
衣
冠
者
。〔
雨
山
は
力
め
て
正
始
（
（注

（
注

を
追
い
、
筆
を
渉う
ご

か
せ
ば
輒
ち
魏
晋
人
の
語
を
作
す
。
風
清
く

骨
峻
、
辞
旨
淵
放
、
往
往
に
し
て
理
趣
浹
洽
〈
普
く
行
き
渡
っ
て
い
る
〉
な
り
。
曽
て
謂
え
り　

誓
い
て
唐
以
後
の
調
を
作
さ
じ
と
。
予
は
初
め
其
の
李
王

（
（注

（
注

の

習
気
に
染
ま
れ
る
な
ら
ん
か
と
疑
え
り
。
後
其
の
篇
什
を
読
む
に
、
胸
次
高
曠
に
し
て
、
逈
か
に
塵
埃
を
絶
し
た
り
、
甘
ん
じ
て
優
孟
の
衣
冠
（
（注

（
注

に
倣
う
者
に
非

ざ
る
を
知
る
。〕

豊
辞
映
蔚
、
響
高
而
気
古
。
規
規
攻
選
体
者
断
乎
不
能
。〔
豊
辞
映
蔚
、
響
き
高
く
し
て
気
古
し
。
規
規
と
し
て
選
体
〈『
文
選
』
の
ス
タ
イ
ル
〉
を
攻お
さ

む

る
者
は
断
乎
と
し
て
能
わ
ざ
ら
ん
。〕

ま
た
、「
消
遣
并
序
」
と
題
す
る
五
言
十
二
句
の
作
品
が
『
花
香
月
影
』
第
五
十
二
号
（
三
十
三
年
六
月
二
十
八
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
じ

タ
イ
ト
ル
だ
が
、
こ
れ
は
「
天
地
は
窮
ま
り
無
く
、
万
物
各
お
の
時
を
得
」
て
い
る
の
に
対
し
「
己
を
顧
み
て
慨
然
」（
い
ず
れ
も
序
）
た
る
気
持
ち
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に
な
っ
て
作
っ
た
作
品
で
、
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

⑶
「
閒
居
十
首
」

三
番
目
に
、「
閒
居
十
首
」（『
日
本
』
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
）
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

閒
居
十
首

①
閒
居
何
所
為　
　

閒
居
し
て
何
の
為
す
所
ぞ

吟
哦
唯
自
慰　
　

吟
哦
し
て　

唯　

自
ら
慰
め
ん
の
み

将
相
奏
爾
時　
　

将
相
は
爾そ

の
時あ

た

れ
る
を
奏す

す

め
（
（注

（
注

国
士
念
敵
愾　
　

国
士
は
敵
愾
を
念
う

征
夫
労
萬
里　
　

征
夫　

萬
里
に
労
し

嫠
婦
不
恤
緯　
　

嫠
婦
〔
寡
婦
〕
は
緯
を
恤
え
ず

（
（注

（
注 

人
咸
有
職
守　
　

人　

咸　

職
守
有
れ
ど
も

所
帰
在
忠
毅　
　

帰
す
る
所
は
忠
毅
に
在
り

詩
人
敦
厚
旨　
　

詩
人　

敦
厚
〔
雄
渾
な
風
格
〕
を
旨
と
す

雅
頌
何
藻
蔚　
　

雅
頌　

何
ぞ
藻
蔚
〔
文
辞
が
美
し
い
〕
な
る

已
負
骯
髒
意　
　

已
に
骯
髒
の
意
に
負
き

恬
安
亦
寡
畏　
　

恬
安
〔
安
逸
〕
に
し
て　

亦　

畏
る
る
こ
と
寡
な
し
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秋
来
凛
気
象　
　

秋
来　

気
象　

凛
た
り

霜
稜
萎
百
卉　
　

霜
稜　

百
卉
を
萎し

お

れ
し
む

②
昔
□
少
壮
時　
　

昔
□　

少
壮
の
時

負
気
不
知
憂　
　

気
を
負
い　

憂
い
を
知
ら
ざ
り
き

偶
読
四
君
伝　
　

偶
た
ま
四
君
〔
戦
国
四
君
〕
の
伝
を
読
め
ば

俠
豪
軽
王
侯　
　

俠
豪　

王
侯
を
軽
ん
ぜ
り

焉
念
蓬
蓽
賤　
　

焉
く
ん
ぞ
念
わ
ん　

蓬
蓽
〔
貧
し
い
住
ま
い
〕
の
賤
し
き
を

曽
揮
千
金
遊　
　

曽
て
千
金
を
揮
い
て
遊
び
ぬ

意
固
小
天
下　
　

意　

固
よ
り
天
下
を
小
と
す

積
債
何
肯
休　
　

債
を
積
む
も　

何
ぞ
休
む
る
を
肯
ぜ
ん

回
首
彼
一
時　
　

首
を
回
ら
せ
ば
彼
も
一
時

今
将
何
所
求　
　

今　

将
た
何
の
求
む
る
所
ぞ

③
人
生
如
転
蓬　
　

人
生
は
転
蓬
の
如
し

曹
植
欲
歎
哉　
　

曹
植　

歎
か
ん
と
欲
す
る
か
な

偶
与
故
根
遇　
　

偶
た
ま
故
根
と
遇
え
ば

芳
華
趁
春
開　
　

芳
華　

春
を
趁
い
て
開
く

白
露
墜
高
秋　
　

白
露　

高
秋
〔
空
が
高
く
晴
れ
渡
る
秋
〕
に
墜
ち

楓
槐
倶
彫
摧　
　

楓
槐　

倶
に
彫
み
摧
く

瞥
然
榮
瘁
改　
　

瞥
然
〔
突
然
〕
と
し
て　

榮
瘁
〔
茂
る
と
枯
れ
る
と
〕　

改
ま
り
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捲
地
悲
風
催　
　

地
を
捲
き
て　

悲
風　

催
す

瞥
（
（注

（
注

時
莫
辞
歓　
　

瞥
時　

歓
を
辞
す
る
莫
か
れ

歌
以
尽
爾
盃　
　

歌
い
て
以
て
爾
の
盃
を
尽
く
せ

試
問
陳
蔡
客　
　

試
み
に
問
わ
ん　

陳
蔡
の
客

道
窮
欲
何
哀　
　

道　

窮
ま
り
て　

何
を
か
哀
し
ま
ん
と
欲
す
る

（
（注

（
注

飢
来
如
聖
何　
　

飢
え
来
ら
ば　

聖
を
如
何
せ
ん

累
累
猶
裴
徊　
　

累
累
と
し
て
猶
お
裴
徊
〔
た
ち
も
と
お
る
〕
す

④
枯
葉
離
枝
条　
　

枯
葉　

枝
条
を
離
れ

散
落
随
飄
風　
　

散
落
し
て
飄
風
に
随
う

翩
翩
未
着
地　
　

翩
翩
と
し
て
未
だ
地
に
着
か
ざ
る
も

安
思
委
塵
中　
　

安
く
ん
ぞ
塵
中
に
委す

て
ら
れ
ん
こ
と
を
思
わ
ん
や

踏
藉
埋
黄
泥　
　

踏
藉
〔
踏
み
に
じ
る
〕
せ
ら
れ
て
黄
泥
に
埋
ま
る

栄
華
転
眼
空　
　

栄
華　

眼
を
転
ず
る
う
ち
に　

空
し

天
地
妬
全
名　
　

天
地
は
名
を
全
う
す
る
を
妬
み

朅
来
老
英
雄　
　

朅
来　

英
雄
を
老
い
し
む

念
之
使
人
傷　
　

之
を
念
え
ば
人
を
し
て
傷
ま
し
む

秋
気
颯
高
穹　
　

秋
気　

高
穹
〔
天
空
〕
に
颯
た
り

⑤
嵆
阮
何
為
者　
　

嵆
阮
は
何な

ん

為す

る
者
ぞ

蹇
蹇
不
合
時　
　

蹇
蹇
と
し
て
時
に
合
わ
ず
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行
事
多
詭
激　
　

事
を
行
う
に　

詭
激
〔
中
正
を
失
い
過
激
な
こ
と
〕　

多
く

往
往
匪
常
軌　
　

往
往
に
し
て
常
軌
に
匪
ず

独
観
其
詞
章　
　

独
り
其
の
詞
章
を
観
る
の
み
な
ら
ん
も

痛
言
使
人
悲　
　

痛
言　

人
を
し
て
悲
し
ま
し
む

抅
儒
挟
訾
議　
　

抅
儒
〔
融
通
の
利
か
ぬ
学
者
〕　

訾
議
〔
非
議
〕
を
挟
む
も

区
区
復
何
知　
　

区
区
と
し
て
復
た
何
を
か
知
ら
ん

彼
元
忼
慨
士　
　

彼　

元　

忼
慨
の
士

不
屑
庸
俗
為　
　

庸
俗
を
為
す
を
屑
し
と
せ
ず

雲
鵬
期
高
挙　
　

雲
鵬
は
高
く
挙
が
ら
ん
こ
と
を
期
す

遑
顧
斥
鴳
嗤　
　

斥
鴳
〔
み
そ
さ
ざ
い
の
類
の
小
さ
な
鳥
〕
の
嗤
う
を
顧
み
る
に
遑
あ
ら
ん
や

（
（注

（
注

⑥
陶
潜
高
潔
士　
　

陶
潜
は
高
潔
の
士

斉
跡
沮
溺
倫　
　

跡
を
沮
溺
の
倫
〔
隠
者
た
ち
〕
に
斉
し
く
す

帰
去
有
田
園　
　

帰
り
去
ら
ば
田
園
有
り

未
至
若
吾
貧　
　

未
だ
吾
の
若
き
貧
に
至
ら
ず

采
菊
見
南
山　
　

菊
を
采
り
て
南
山
を
見

復
問
桃
花
津　
　

復
た
桃
花
の
津
を
問
う

千
歳
多
碌
碌　
　

千
歳　

碌
碌
た
る
こ
と
多
け
れ
ど
も

彼
較
獲
天
真　
　

彼
は
較ほ

ぼ

天
真
を
獲
た
り

不
為
斗
米
役　
　

斗
米
の
役
す
る
と
こ
ろ
と
為
ら
ず
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吾
慕
于
斯
人　
　

吾　

斯
の
人
を
慕
う

⑦
鳳
鳥
久
不
至　
　

鳳
鳥　

久
し
く
至
ら
ず

道
義
属
腐
儒　
　

道
義　

腐
儒
に
属
す

庸
愚
謂
忠
信　
　

庸
愚
を
ば
忠
信
と
謂
い

而
嫉
狂
簡
徒　
　

而
し
て
狂
簡
〔
志
が
大
き
く
行
い
が
ぞ
ん
ざ
い
な
こ
と
〕
の
徒
を
嫉
む

三
代
直
道
治　
　

三
代
は
直
道
に
し
て
治
ま
り
き

胡
俾
斯
民
迂　
　

胡
ぞ
斯
の
民
を
し
て
迂
な
ら
し
め
ん

騏
驥
愧
槽
櫪　
　

騏
驥
〔
優
れ
た
馬
〕
は
槽
櫪
〔
馬
小
屋
に
い
る
こ
と
〕
を
愧
じ

英
豪
隠
玉
壺　
　

英
豪
は
玉
壺
〔
酒
壺
〕
に
隠
る

遠
哉
鴟
夷
子　
　

遠
い
哉　

鴟
夷
子

散
髪
老
五
湖　
　

髪
を
散
じ
て
五
湖
に
老
い
た
り

（
（注

（
注

⑧
処
世
莫
区
区　
　

処
世　

区
区
た
る
莫
か
れ

且
尽
一
壺
醇　
　

且
く
尽
く
さ
ん　

一
壺
の
醇
〔
よ
く
熟
し
た
味
の
濃
い
酒
〕

棲
棲
何
所
得　
　

棲
棲
〔
忙
し
く
す
る
さ
ま
〕
と
し
て
何
の
得
る
所
ぞ

見
笑
大
観
人　
　

大
観
の
人
〔
大
局
か
ら
事
物
を
観
察
し
て
い
る
人
〕
に
笑
わ
れ
ん

酔
当
歌
渢
渢　
　

酔
わ
ば
当
に
歌
う
こ
と
渢
渢
〔
滑
ら
か
で
抑
揚
の
あ
る
様
〕
た
り

落
落
率
爾
真　
　

落
落
〔
磊
落
〕
と
し
て
爾
の
真
に
率し

た
が

う
べ
し

何
者
抱
遺
経　
　

何な
に
ゆ
え者

遺
経
〔
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
経
書
〕
を
抱
き

迂
誣
説
先
民　
　

迂
誣
〔
回
り
く
ど
い
で
た
ら
め
を
い
う
〕
し
て
先
民
〔
古
代
の
賢
人
〕
を
説
く
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抅
抅
為
形
役　
　

抅
抅
〔
こ
だ
わ
る
様
〕
と
し
て
形
〔
形
骸
〕
の
役え

き

と
為
る

爰
取
彼
聖
神　
　

爰い
ず

く
に
か
彼
の
聖
神
〔
古
代
の
聖
人
〕
を
取
ら
ん

⑨
秋
来
陽
卉
腓　
　

秋
来
り
て　

陽
卉
腓

か
れ
し
お

る

少
壮
能
幾
時　
　

少
壮　

能
く
幾
時
ぞ

虚
名
累
朽
骨　
　

虚
名
は
朽
骨
を
累つ

か

れ
し
む

且
尽
百
千
巵　
　

且
く
尽
く
さ
ん　

百
千
の
巵

楓
槭
照
顔
媚　
　

楓
槭　

顔
媚
を
照
ら
す

可
重
林
下
期　
　

林
下
の
期
〔
山
林
に
隠
れ
住
む
者
同
士
の
約
束
〕
を
重
ん
ず
可
し

（
（注

（
注

何
為
日
遑
遑　
　

何
の
為
に
か
日
に
遑
遑
と
し
て

勢
利
唯
是
追　
　

勢
利　

唯　

是
れ
を
の
み
追
わ
ん

（
（注

（
注

栄
禄
使
人
愚　
　

栄
禄
は
人
を
し
て
愚
か
な
ら
し
む

纔
取
足
療
飢　
　

纔
か
に
飢
え
を
療
す
に
足
る
を
取
ら
ん
の
み

作
詩
寓
微
言　
　

詩
を
作
り
て
微
言
〔
奥
深
い
言
葉
〕
を
寓
し

聊
復
有
所
思　
　

聊
か
復
た
思
う
所
有
り

放
歌
蔑
人
世　
　

放
歌
し
て
人
世
を
蔑な

み

し

昂
当
然
何
之　
　

昂
ぶ
り
て
当
に
然
り
と
し
て
何
く
に
か
之
く
べ
き

（
（注

（
注

⑩
我
誦
昔
賢
詩　
　

我　

昔
賢
の
詩
を
誦
す
る
に

何
多
痛
憤
言　
　

何
ぞ　

痛
憤
の
言　

多
き

尋
其
悱
惻
意　
　

其
の
悱
惻
〔
憂
慮
〕
の
意
を
尋
ぬ
れ
ば
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忠
厚
義
自
存　
　

忠
厚
の
義　

自
お
の
ず
か

ら
存
す

嗟
歎
人
欲
老　
　

嗟
歎
す　

人　

老
い
ん
と
欲
す
れ
ば

徜
徉
寛
乾
坤　
　

徜
徉
〔
さ
ま
よ
う
〕
し
て　

乾
坤
を
寛
く
す

落
落
達
人
観　
　

落
落
〔
ひ
と
き
わ
高
い
〕
た
る
達
人
の
観

不
縻
世
俗
煩　
　

世
俗
の
煩
わ
し
さ
に
縻
が
れ
ず

長
嘯
復
如
何　
　

長
嘯
せ
ば
復
た
如
何

恐
為
傍
人
喧　
　

恐
ら
く
は
傍
人
の
喧

か
ま
び
す

し
く
す
る
と
こ
ろ
と
為
ら
ん

尚
友
味
道
腴　
　

尚
友
〔
古
人
を
友
と
し
て

（
（注

（
注

〕
道
腴
〔
道
の
精
髄
〕
を
味
わ
い

閒
居
闃
掩
門　
　

閒
居
し
て
闃
と
し
て
門
を
掩
う

こ
の
当
時
は
日
清
戦
争
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。
非
常
時
に
安
穏
と
、
言
葉
を
飾
り
立
て
た
漢
詩
ば
か
り
作
っ
て
い
る
詩
人
に
対
す
る
批
判
。
自
分

に
も
昔
は
あ
っ
た
戦
国
四
君
の
よ
う
な
覇
気
も
、
今
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
世
に
合
わ
ず
、
行
動
が
中
正
を
欠
き
、
往
々
に
し
て
常
軌
を

逸
す
る
嵆
康
や
阮
籍
へ
の
共
鳴
。
世
と
相
容
れ
ぬ
自
分
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
吐
露
し
た
あ
げ
く
、
ま
た
閉
居
し
て
門
を
鎖
す
。

こ
の
作
に
対
す
る
種
竹
の
評
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

種
竹
山
人
曰
、
劉
公
幹
之
清
剛
、
郭
茂
倩

（
（注

（
注

之
儁
上
、
陶
元
亮
之
真
淳
、
阮
嗣
宗
之
淵
放
、
殆
莫
不
兼
至
而
具
有
、
食
古
能
化
者
、
今
吾
於
雨

山
山
人
見
焉
。〔
劉
公
幹
〈
劉
楨
。
建
安
七
子
の
一
人
〉
の
清
剛
、
郭
茂
倩
の
儁
上
〈
飛
び
切
り
優
れ
て
い
る
〉、
陶
元
亮
の
真
淳
、
阮
嗣
宗
の
淵
放
、
殆
ど
兼

ね
至
り
て
具
有
せ
ざ
る
は
莫
し
。
古
を
食う

け
い

れ
て
能
く
化
す
る
者
は
、
今　

吾　

雨
山
山
人
に
於
い
て
見
た
り
。〕
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⑷
「
夏
日
幷
序
」
其
二

こ
こ
ま
で
数
編
の
作
品
に
お
い
て
見
て
き
た
よ
う
な
詩
意
は
、
少
な
く
と
も
三
十
二
年
ご
ろ
の
作
品
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
為
政
者
に
対
す
る
不
満
や
諷
刺
の
表
現
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
度
を
増
し
て
く
る
。「
蓋
聞
夏
之
為
言
仮
也
。
夫
仮
則
寛
舒
、
寛
舒

則
倦
怠
、
倦
怠
則
昏
昏
蕩
蕩
、
曲
肱
而
睡
、
如
是
者
清
世
之
逸
民
、
先
王
之
惰
民
也
。
□
生
甲
作
為
此
詩
、
凡
百
君
子
、
敬
而
聴
之
。〔
蓋
し
聞
く　

夏
の
言
た
る
仮
〈
大
き
い
、盛
ん
の
意
〉
な
り
。
夫
れ
仮
な
れ
ば
則
ち
寛
舒
に
、寛
舒
な
れ
ば
則
ち
倦
怠
し
、倦
怠
す
れ
ば
則
ち
昏
昏
蕩
蕩
と
し
て
、肱
を
曲
げ
て
睡
る
。

是
く
の
如
き
者
は
清
世
の
逸
民
に
し
て
、
先
王
の
惰
民
な
り
。
□
生
甲
此
の
詩
を
作
為
す
。
凡
百
の
君
子
、
敬
し
ん
で
之
を
聴
け
。〕
と
の
序
を
も
つ
、
五
言
古
詩

の
連
作
「
夏
日
幷
序
」（『
日
本
』
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日
）
の
第
二
首
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

夏
日
幷
序
其
二

煩
炎
厥
民
因

（
（注

（
注　
　

煩
炎
に　

厥
の
民
は　

因く
る

し
め
ど
も

臺
榭
就
高
明　
　

臺
榭
は
高
明
に
就
く
〔
空
高
く
な
っ
て
い
く
〕

密
林
囲
繞
之　
　

密
林　

之
を
囲
繞
し

爽
凉
清
蔭
成　
　

爽
凉　

清
蔭　

成
す

天
下
今
苦
暍　
　

天
下　

今　

暍
〔
暑
気
あ
た
り
〕
に
苦
し
む

災
異
矧
荐
生　
　

災
異　

矧
ん
や　

荐
り
に
生
ず

既
栗
海
立
変　
　

既
に
栗お

の
の

く　

海　

立
ち
ど
こ
ろ
に
変
ず
る
に

又
驚
鴻
水
横　
　

又　

驚
く　

鴻
水
〔
大
水
〕　

横
た
わ
る
に

蚩
蚩
者
何
辜　
　

蚩
蚩
た
る
者
〔
愚
か
な
民
〕　

何
の
辜
か
あ
ら
ん
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彼
蒼
蒼
何
情　
　

彼
の
蒼
蒼
〔
天
の
こ
と
〕　

何
の
情
か
あ
ら
ん

逸
人
不
知
憂　
　

逸
人
〔
隠
士
〕
は
憂
い
を
知
ら
ず

長
夏
愛
沖
清　
　

長
夏　

沖
清
〔
あ
っ
さ
り
と
し
た
心
持
ち
〕
を
愛
す

宰
相
不
問
大　
　

宰
相　

大
を
問
わ
ず
ん
ば

熒
惑
頗
逆
行　
　

熒
惑
〔
兵
乱
の
兆
し
を
示
す
星
〕　

頗
る
逆
行
せ
ん

　

文
字
曰
、
政
失
於
夏
、
熒
惑
逆
行
（
（注

（
注

。〔
文ぶ
ん

字し

に
曰
く
、「
政　

夏
に
失
す
れ
ば
、
熒
惑　

逆
行
す
」
と
。〕

寄
言
采
詩
者　
　

言
を
采
詩
者
（
（注

（
注

に
寄
せ
ん

聴
我
揚
怨
声　
　

聴
け　

我　

怨
声
を
揚
ぐ
る
を

こ
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
一
カ
月
餘
り
前
の
六
月
十
五
日
に
は
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
で
い
わ
ゆ
る
「
明
治
三
陸
大
津
波
」
が
発
生
し
、
約

二
万
名
の
死
者
を
出
し
た
。
こ
の
作
品
は
中
国
古
来
の
天
人
相
関
説
に
基
づ
き
、
災
異
を
引
き
起
こ
し
た
張
本
人
と
し
て
、
安
逸
に
慣
れ
、
重
要
問

題
に
取
り
組
も
う
と
し
な
い
当
時
の
為
政
者
を
責
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

種
竹
の
評
は
次
の
通
り
。

種
竹
山
人
曰
、
序
中
自
謂
、
凡
百
君
子
、
敬
而
聴
之
。
已
見
抱
負
之
大
、
夐
絶
乎
人
、
及
読
二
詩
、
間

（
（注

（
注

諷
激
刺
、
皆
与
風
人
之
旨
不
相
悖
、
所

以
非
其
位
而
言
之
者
、
是
臣
子
忠

（
（注

（
注

怛
、
亦
不
得
已
也
。
通
篇
詞
古
而
意
新
、
猶
不
失
晋
宋
人
矩
度
。〔
序
中
に
自
ら
、「
凡
百
の
君
子
、
敬
し
ん
で
之

を
聴
け
」
と
謂
う
に
、已
に
抱
負
の
大
な
る
こ
と
、人
に
夐
絶
〈
は
る
か
に
隔
た
る
〉
せ
る
を
見
る
も
、二
詩
を
読
む
に
及
ん
で
は
、間

かいふ


かい

か
い
ふ
う（
注
諷
激
刺
〈
激
し
く
そ
し
る
〉

し
、
皆
風
人
〈
采
詩
の
官
〉
の
旨
と
相
悖
ら
ず
。
其
の
位
に
非
ず
し
て
之
を
言
う
所
以
の
者
は
、
是
れ
臣
子
の
忠
怛
、
亦　

已
む
を
得
ざ
る
な
り
。
通
篇　

詞

は
古
く
し
て
意
は
新
た
に
、
猶
お
晋
宋
人
の
矩
度
〈
規
律
〉
を
失
わ
ず
。〕
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⑸
「
春
夜
」

三
番
目
に
取
り
上
げ
た
「
閒
居
十
首
」
に
「
戦
時
に
安
穏
と
、
言
葉
を
飾
り
立
て
た
漢
詩
ば
か
り
作
っ
て
い
る
詩
人
に
対
す
る
批
判
」
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
た
が
、次
に
取
り
上
げ
る
「
春
夜
」（『
日
本
』
三
十
二
年
三
月
三
十
日

（
（注

（
注

）
で
は
、日
清
戦
争
が
庶
民
に
も
た
ら
し
た
不
幸
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

戦
死
し
た
士
官
の
妻
が
作
品
の
主
人
公
で
、
白
居
易
の
「
琵
琶
行
」
に
似
通
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
も
備
わ
っ
て
い
る
。

　
　

春
夜

花
林
香
霧
籠
斜
陽　
　
　
　

花
林
の
香
霧　

斜
陽
を
籠
め

柳
堤
澹
烟
迷
春
望　
　
　
　

柳
堤
の
澹
烟
〔
淡
い
霞
〕　

春
望
を
迷お
お

う

千
家
簾

締
霞
綺　
　
　
　

千
家
の
簾

〔
簾
と
幕
〕　

霞
綺
〔
美
し
い
あ
や
ぎ
ぬ
〕　

締
め
ら
れ

玄
都
桃
連
碧
谿
棠　
　
　
　

玄
都
〔
神
仙
の
住
ま
い
〕　

桃
は　

連
な
る　

碧
谿
〔
緑
の
渓
流
〕
の
棠

花
裀
艸
座
選
妓
舞　
　
　
　

花
裀　

艸
座　

妓
を
選
び
て
舞
わ
し
め

綵
楼
雕
幰
貴
客
觴　
　
　
　

綵
楼　

雕
幰
〔
華
美
な
装
飾
を
し
た
車
〕　

貴
客　

觴
さ
か
も
り

す

春
日
遅
遅
猶
苦
短　
　
　
　

春
日　

遅
遅
た
れ
ど
も　

猶
お
短
き
に
苦
し
み

蘭
膏
銀
燭
楽
未
央　
　
　
　

蘭
膏　

銀
燭　

楽
し
み
未
だ
央
き
ず

西
楼
有
人
心
恨
誰　
　
　
　

西
楼
に
人
有
り　

心
に
誰
を
か
恨
む

深
坐
背
月
斂
蛾
眉　
　
　
　

深
く
坐
し　

月
を
背
に
し
て　

蛾
眉
を
斂ひ

そ

む

懶
見
東
荘
春
嬉
宴　
　
　
　

東
荘　

春
嬉
の
宴
を
見
る
に
懶
く

悵
抱
瑤
琴
下
手
遅　
　
　
　

悵
と
し
て
瑤
琴
を
抱
く
も　

手
を
下
す
こ
と
遅
し

−55−



一
弾
再
弾
寒
玉
臂　
　
　
　

一
弾　

再
弾　

玉
臂
〔
美
し
い
腕
〕　

寒
く

三
弾
四
弾
曲
調
悲　
　
　
　

三
弾　

四
弾　

曲
調　

悲
し

欲
語
幽
怨
曲
蹔
緩　
　
　
　

幽
怨
を
語
ら
ん
と
欲
し
て　

曲　

蹔
し
ば
ら

く
緩
め
ば

聴
者
歔
欷
肝
膓
断　
　
　
　

聴
く
者　

歔
欷
〔
す
す
り
泣
く
〕
し　

肝
膓　

断
つ

去
年
王
師
征
遼
朔　
　
　
　

去
年　

王
師
〔
天
皇
の
軍
隊
〕　

遼
朔
を
征
し

良
人
仗
剣
従
虎
幄　
　
　
　

良
人　

剣
を
仗も

ち　

虎
幄
〔
将
軍
の
陣
中
〕
に
従
う

赴
敵
奮
闘
向
無
前　
　
　
　

敵
に
赴つ

っ
こ

み
奮
闘
し
て　

向
か
う
と
こ
ろ
前
〔
敵
〕
無
く

首
功
独
称
萬
人
擢　
　
　
　

首
功　

独
り
称
え
ら
れ　

萬
人
に
擢
で
ら
る

天
忌
全
功
不
生
還　
　
　
　

天　

全
功
〔
完
璧
な
功
〕
を
忌
み　

生
還
せ
ず

恨
埋
沙
塲
雲
漠
漠　
　
　
　

恨
む
ら
く
は
沙
塲
に
埋
め
ら
れ　

雲　

漠
漠
た
り

遺
孤
無
愁
待
爺
帰　
　
　
　

遺
孤
は
愁
う
る
無
く　

爺
〔
父
〕
の
帰
る
を
待
つ
も

妾
身
無
家
哭
喔
喔　
　
　
　

妾わ
ら

身わ

は
家
無
し　

哭
す
る
こ
と
喔
喔
た
り

纔
理
田
宅
送
餘
生　
　
　
　

纔
か
ろ
う
じ

て
田
宅
を
理
め
〔
処
分
す
る
〕
て
餘
生
を
送
る

寡
孤
相
依
誰
与
楽　
　
　
　

寡
孤　

相
依
る　

誰
と
与
に
か
楽
し
ま
ん

今
春
王
税
加
徴
求　
　
　
　

今
春　

王
税　

加
え
て
徴
求
す
る
も

粥
糜
不
飽
衣
亦
薄　
　
　
　

粥
糜
〔
か
ゆ
〕　

飽
か
ず　

衣
も
亦　

薄
し

奪
妾
粥
糜
褫
妾
衣　
　
　
　

妾
が
粥
糜
を
奪
い　

妾
が
衣
を
褫
い

東
荘
貴
客
腹
独
肥　
　
　
　

東
荘
の
貴
客　

腹　

独
り
肥
え
た
り

貪
得
歳
餽
二
千
金　
　
　
　

歳
餽
二
千
金
を
貪
り
得
て

−56−



張
宴
高
楽
酔
春
菲　
　
　
　

宴
を
張
り
楽
を
高
く
し
て
春
菲
〔
春
の
美
〕
に
酔
う

昔
聞
仁
人
恤
無
告　
　
　
　

昔　

聞
け
り　

仁
人
は
無
告
を
恤
む
と

今
見
貪
士
忘
民
饑　
　
　
　

今　

見
る　

貪
士
の
民
の
饑
え
を
忘
れ
た
る
を

生
離
別
復
死
離
別　
　
　
　

生
き
な
が
ら
離
別
し　

復
た
死
し
て
離
別
す

一
曲
欲
終
哀
絃
裂　
　
　
　

一
曲　

終
わ
ら
ん
と
欲
し
て　

哀
絃　

裂
け
た
り

春
寒
逼
肌
不
堪
弾　
　
　
　

春
寒　

肌
に
逼
り
て　

弾
く
に
堪
え
ず

投
琴
伏
泣
声
欲
絶　
　
　
　

琴
を
投
げ　

伏
し
て
泣
き　

声　

絶
え
ん
と
欲
す

落
花
無
情
撩
頽
鬟

（
（注

（
注　
　
　
　

落
花　

無
情
に
頽
鬟
に
撩ま
と
わ

り

春
雲
掩
月
鵑
啼
血　
　
　
　

春
雲　

月
を
掩
い　

鵑
〔
ホ
ト
ト
ギ
ス
〕　

血
に
啼
く

東
荘
不
識
西
楼
愁　
　
　
　

東
荘
は
西
楼
の
愁
い
を
識
ら
ず

玉
簫
金
管
不
少
休　
　
　
　

玉
簫
金
管
〔
妙
な
る
管
弦
の
音
〕　

少
し
も
休や

ま
ず

坐
中
総
是
季
倫
輩　
　
　
　

坐
中　

総
べ
て
是
れ
季
倫
の
輩

金
谷
豪
華
誇
夜
游　
　
　
　

金
谷
は
豪
華
に　

夜
游
を
誇
る

（
（注

（
注

春
夜
之
興
興
不
尽　
　
　
　

春
夜
の
興
は　

興　

尽
き
ず

春
夜
之
恨
恨
悠
悠　
　
　
　

春
夜
の
恨
み
は　

恨
み
悠
悠
た
り

嗚
呼
春
夜
之
恨
恨
悠
悠　
　

あ
あ　

春
夜
の
恨
み
は　

恨
み
悠
悠
た
り

一
年
中
歌
舞
音
曲
の
響
き
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
「
東
荘
」
に
引
き
替
え
、「
西
楼

（
（注

（
注

」
で
は
眉
を
ひ
そ
め
た
女
性
が
、
憂
わ
し
げ
に
や
お
ら
琴
を

つ
ま
弾
き
始
め
る
。
そ
の
音
色
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
女
性
の
深
い
恨
み
で
あ
る
。
夫
は
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
き
戦
功
を
あ
げ
た
が
、
生
還
せ

−57−



ず
、
沙
場
に
埋
も
れ
た
ま
ま
。
女
性
は
土
地
家
屋
を
売
却
し
て
、
か
ろ
う
じ
て
未
亡
人
と
し
て
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
の
に
、
今
春
か
ら
増
税
が
行

わ
れ
、
食
べ
る
物
も
着
る
物
も
ま
す
ま
す
不
如
意
に
な
っ
て
い
く
。
…
…
東
荘
で
は
「
春
夜
の
興
」
が
い
つ
ま
で
も
尽
き
ぬ
の
に
対
し
、
西
楼
で
は

「
春
夜
の
恨
み
」
が
い
つ
ま
で
も
尽
き
な
い
の
で
あ
る
。

日
清
戦
争
で
軍
事
的
勝
利
は
収
め
た
も
の
の
、
た
ち
ま
ち
露
・
仏
・
独
の
干
渉
で
、
遼
東
半
島
の
返
還
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
日
清
戦
後
の
日
本

は
、
一
層
の
富
国
強
兵
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
の
政
策
の
一
環
と
し
て
政
府
は
各
種
の
増
税
案
や
関
係
諸
法
案
の
成
立
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
に
は
桂
湖
村
（
一
八
六
八
～
一
九
三
八
）
の
評
が
付
さ
れ
て
い
る
。

湖
邨
小
隠
曰
、句
調
婉
暢
、辞
藻
綺
豔
、或
如
走
雲
流
月
、或
似
繡
鸞
織
鳳
、初
唐
之
儂
麗
、中
唐
之
敷
演
、兼
該
有
之
。
春
菲
以
下
、酣
酣
嬉
嬉
、

意
到
筆
従
、
情
致
委
宛
、
寄
托
遙
深
、
温
柔
敦
厚
之
旨
亦
存
矣
。
少
陵
剣
器
行
、
借
大
娘
以
傷
往
事
、
大
原
琵
琶
行
、
托
商
婦
以
悲
遷
謫
。
此

篇
則
独
開
生
面
、
称
為
雨
山
楼
集
中
別
調
。〔
句
調
婉
暢
に
し
て
、
辞
藻
は
綺
豔
に
、
或
い
は
走
雲
流
月
の
如
く
、
或
い
は
繡
鸞
織
鳳
に
似
た
り
。
初
唐
の

儂
麗
、
中
唐
の
敷
演
、
兼
該
し
て
之
有
り
。
春
菲
以
下
は
、
酣
酣
嬉
嬉
、
意
到
れ
ば
筆
従
い
、
情
致
委
宛
に
、
寄
托
遙
深
に
し
て
、
温
柔
敦
厚
の
旨
も
亦
存
せ
り
。

少
陵
の
「
剣
器
行

（
（注

（
注

」
は
、
大
娘
を
借
り
て
以
て
往
事
を
傷
み
、
大
原
〈
白
居
易
の
出
身
地
。
こ
こ
で
は
白
居
易
の
こ
と
〉
の
琵
琶
行
は
、
商
婦
に
托
し
て
以
て

遷
謫
を
悲
し
む
。
此
の
篇
は
則
ち
独
り
生
面
を
開
き
、
称
し
て
雨
山
楼
集
中
の
別
調
と
為
さ
ん
。〕

湖
村
は
〈
こ
の
作
品
は
新
生
面
を
開
い
て
お
り
、
雨
山
の
作
品
中
、
こ
れ
ま
で
と
は
別
の
調
べ
の
も
の
と
称
せ
ら
れ
よ
う
〉
と
評
し
て
い
る
が
、

筆
者
に
は
、
詩
意
の
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
て
き
た
諸
作
品
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
、
諷
刺
の
度
合
い
が
や
や
増
し
た
程
度
の
差
に
過

ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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⑹
「
九
日
幷
序
」

「
詠
懐
」
系
統
の
作
の
最
後
と
し
て
、
二
十
八
年
十
一
月
九
日
の
『
日
本
』
所
載
の
「
九
日
幷
序

（
（注

（
注

」
を
挙
げ
よ
う
。

　
　

九
日
幷
序

夫
秋
之
気
為
金
、
於
理
為
義
。
廉
厲
粛
殺
、
俾
秋
士
悲
傷
矣
。
葢
聞
人
在
陽
則
舒
、
在
陰
則
惨
。
惨
則
尠
于
歓
。
矧
余
作
客
十
月
、
悵
悵
労

労
、
指
孤
鴻
而
寄
情
、
望
飛
雲
以
騁
思
。
節
値
重
陽
、
芳
菊
発
英
。
秋
興
不
禁
、
登
高
舒
嘯
。〔
夫
れ
秋
の
気
は
金
と
為
し
、
理
に
於
い
て
は
義

と
為
す

（
（注

（
注

。
廉
厲
と
し
て
粛
殺
し
、
秋
士
〈
年
を
と
っ
て
も
不
遇
の
男
〉
を
し
て
悲
傷
せ
し
む
。
葢
し
聞
く　

人
は
陽
に
在
れ
ば
則
ち
舒
ぶ
る
も
、
陰
に
在
れ

ば
則
ち
惨い
た

み
、惨
め
ば
則
ち
歓
ぶ
こ
と
尠
し
と
。
矧
ん
や
余
は
客
と
作
る
こ
と
十
月
（
（注

（
注

、悵
悵
〈
恨
み
嘆
く
様
〉
労
労
〈
疲
れ
た
様
〉、孤
鴻
を
指
し
て
情
を
寄
せ
、

飛
雲
を
望
み
て
以
て
思
い
を
騁
す
。
節　

重
陽
に
値
い
、
芳
菊　

英
を
発
く
。
秋
興　

禁
ぜ
ず
、
高
き
に
登
り
て
舒
嘯
〈
歌
を
吟
じ
る
〉
し
き
。〕

寥
廓
澈
灝
天　
　

寥
廓
と
し
て　

灝
天
〔
空
〕　

澈す

み

山
川
媚
爽
明　
　

山
川　

媚う
つ
く

し
く
爽
明
な
り

遠
林
断
飛
鳥　
　

遠
林　

飛
鳥　

断
え

游
雲
散
秋
城　
　

游
雲
〔
空
に
漂
う
雲
〕　

秋
城
に
散
ず

悠
悠
繊
礙
絶　
　

悠
々
と
し
て　

繊
礙　

絶
え

森
森
萬
象
横　
　

森
々
と
し
て　

萬
象　

横
た
わ
る

登
高
騁
逸
興　
　

高
き
に
登
り
て　

逸
興
〔
世
俗
を
離
れ
た
風
流
の
趣
〕
を
騁
す
れ
ば

慨
然
傷
我
情　
　

慨
然
と
し
て
我
が
情
を
傷
ま
し
む
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長
嘯
多
落
木　
　

長
嘯
（
（注

（
注　

落
木　

多
く

哀
飈
晩
柯
鳴　
　

哀
飈
〔
悲
し
げ
な
風
〕　

晩
柯 

鳴
る

幽
巖
露
奇
姿　
　

幽
巖
〔
奥
深
い
所
に
あ
る
岩
〕　

奇
姿
を
露
し

青
松
抱
餘
青　
　

青
松　

餘
青
を
抱
く

芳
菊
耀
霜
下　
　

芳
菊
は
霜
下
に
耀
き

可
餐
彼
落
英

（
（注

（
注　
　

彼
の
落
英
〔
落
ち
た
花
び
ら
〕
を
餐く
ら

う
可
し

俯
仰
歎
緬
邈　
　

俯
仰
し
て
緬
邈
〔
は
る
か
な
こ
と
〕
を
歎
ず
る
も

挙
世
嘲
秀
貞　
　

世
を
挙
げ
て
秀
貞
〔
優
秀
で
行
い
の
正
し
い
人
〕
を
嘲
る

持
醪
聊
自
慰　
　

醪
に
ご
り
ざ
け

を
持と

り
て
聊
か
自
ら
慰
め
ん
と
す
る
も

憂
来
觴
難
傾　
　

憂
い
来
り
て　

觴　

傾
け
難
し

（
（注

（
注

昔
賢
良
已
杳　
　

昔
賢
は
良ひ
さ

し
く
已
に
杳
た
り

惆
悵
誰
与
行　
　

惆
悵
と
し
て
誰
と
与
に
か
行
か
ん

秋
の
悲
哀
、
望
郷
の
念
、
自
己
の
不
遇
へ
の
不
満
な
ど
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

そ
の
他
、
陶
淵
明
の
詩
句
を
韻
字
と
し
て
夏
の
日
を
過
ご
す
隠
遁
者
的
な
気
分
を
詠
ん
だ
十
首
連
作
の
五
絶
―
「
銷
夏
吟
以
凉
風
起
将
夕
夜
景
湛
虚

明
為
韵

（
（注

（
注

」（『
日
本
』
二
十
九
年
八
月
十
五
日
）、皇
居
も
し
く
は
国
会
議
事
堂
の
前
を
通
っ
た
時
に
こ
み
あ
げ
て
き
た
政
治
へ
の
期
待
を
詠
ん
だ
五
古
（
十
六

句
）―「
君
子
有
所
思
」（『
日
本
』同
年
十
一
月
二
十
二
日
）、人
生
は
短
い
か
ら「
傑
士
」た
る
者
功
を
立
て
る
た
め
怠
け
て
は
な
ら
ぬ
と
歌
う
五
古（
二
十
句
）

―
「
有
所
思
」（『
日
本
人
』
第
七
十
号
、三
十
一
年
七
月
五
日
）
な
ど
も
、こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
雨
山
の
詩
境
と
連
続
す
る
も
の
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
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六
、
そ
の
他
の
作
品
―
交
往
詩
、
そ
の
他

詩
歌
に
は
贈
答
や
送
別
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
間
同
士
の
交
際
の
手
段
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
類
の
作
品
を
「
交
往
詩
」
と

称
す
る
こ
と
に
す
る
。
上
述
の
鄭
孝
胥
と
の
唱
和
の
作
も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
も
の
の
一
つ
だ
が
、
こ
の
方
面
の
作
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

二
十
三
年
十
一
月
九
日
の
『
朝
野
新
聞
』
に
は
、雨
山
が
松
原
竹
秋
・
渋
谷
香
北

（
（注

（
注

・
巖
渓
裳
川
（
一
八
五
五
～
一
九
四
三
）
と
と
も
に
「
雨
花
書
屋
観
菊
」

と
い
う
題
で
詠
ん
だ
七
絶
が
載
っ
て
い
る
。
二
十
八
年
十
月
二
十
五
日
の
『
日
本
』
に
は
、こ
の
年
の
中
秋
節
に
雨
山
が
禅
僧
天
田
愚
庵
（
一
八
五
四

～
一
九
〇
四
）
と
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
竹
生
島
へ
月
を
見
に
行
っ
た
時
の
五
律
が
載
っ
て
い
る

（
（注

（
注

。
ま
た
、
そ
の
三
日
後
の
十
月
二
十
八
日
の
同
紙
に
は

福
原
周
峰
（
一
八
二
七
～
一
九
一
三
）・
本
田
種
竹
ら
と
愚
庵
を
訪
れ
た
際
の
作
が
載
っ
て
お
り
、
雨
山
の
作
は
五
絶
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
二
十
二

日
の
『
日
本
』
に
は
「
懐
種
竹
山
人
」
と
題
す
る
五
古
（
十
六
句
）
の
作
が
載
り
、
二
十
九
年
十
月
十
四
日
の
同
紙
に
は
松
島
（
宮
城
県
）
を
旅
す
る

種
竹
に
贈
る
七
絶
―
「
聞
種
竹
山
人
遊
松
島
、有
此
寄
」
が
載
っ
て
い
る
。『
龍
南
会
雑
誌
』（
五
高
の
校
友
会
誌
）
第
六
十
三
号
（
三
十
一
年
二
月
十
七
日
）

に
は
「
賦
得
鶯
有
好
音
奉
寿
近
衛
翠
山
公

（
（注

（
注

八
十
八
」
と
題
す
る
作
が
載
っ
て
い
る
。
熊
本
の
五
高
在
職
時
の
三
十
二
年
四
月
九
日
の
『
九
州
日
日
新

聞
』
に
は
、「
祝
九
州
日
日
新
聞
誌マ

マ

五
千
号
」
と
し
て
七
人
の
作
が
並
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
雨
山
の
「
同
瞻
彼
蘇
山
（
（注

（
注

四
章
々
四
句
」
と
題
す

る
作
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
詩
経
』
を
模
し
た
四
言
詩
四
首
で
、
一
人
異
彩
を
放
っ
て
い
る

（
（注

（
注

。
ま
た
、
同
年
九
月
九
日
の
同
紙
に
は
福
岡
県
の
船
小

屋
温
泉
に
行
っ
て
き
た
五
高
の
同
僚
教
師
落
合
東
郭
（
一
八
六
六
～
一
九
四
二
）
に
贈
る
五
古
（
三
十
六
句
）
の
諧
謔
の
作
―
「
聞
東
郭
子
自
扶
南
姑

射
帰
有
此
寄

（
（注

（
注

」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

交
往
詩
に
属
す
る
も
の
の
う
ち
、
二
十
九
年
八
月
二
十
六
日
の
『
日
本
』
所
載
の
七
古
（
二
十
八
句
）「
画
歌
贈
梅
山
人
」
と
、
三
十
一
年
二
月

二
十
五
日
の
同
紙
所
載
の
雨
山
・
愚
庵
の
唱
和
詩
と
は
、
詩
句
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に
付
さ
れ
た
評
が
、
雨
山
詩
の
他
者
評
価
と
し
て
参

考
に
な
る
の
で
、
挙
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
前
者
に
対
す
る
評
。

−61−



黒
木
欽
堂
（
（注

（
注

曰
、
此
種
詩
在
我
子
生
老
兄
、
則
不
多
費
巧
思
而
成
者
矣
。
然
其
所
造
詣
王
六
杜
四
、
在
他
人
千
思
萬
搆
、
而
始
能
得
一
二
者
。
子

生
之
於
詩
、
可
謂
軼
群
之
才
也
。〔
此
の
種
の
詩
は
我
が
子
生
老
兄
に
在
り
て
は
、
則
ち
多
く
巧
思
〈
心
を
砕
い
て
考
え
る
こ
と
〉
を
費
や
さ
ず
し
て
成
る

者
な
り
。
然
し
て
其
の
造
詣
す
る
所
は
王
六
杜
四
（
（注

（
注

、
他
人
に
在
り
て
は
千
思
萬
搆
し
て
、
始
め
て
能
く
一
二
を
得
る
者
な
り
。
子
生
の
詩
に
於
け
る
、
軼
群
の

才
と
謂
う
可
き
な
り
。〕

種
竹
山
人
曰
、
沉
文
愨
謂
、
題
画
詩
自
少
陵
開
出
、
後
人
徃
徃
宗
之
。
此
篇
亦
為
然
。
渾
灝
雄
健
之
処
、
有
逼
老
杜
者
。
雨
山
詩
、
長
于
五

古
、
詎
測
七
言
長
古
、
亦
能
至
如
此
。
可
見
才
人
伎
倆
、
無
施
不
佳
。
顧
世
之
賞
鑑
家
者
、
有
此
識
而
無
此
筆
、
詞
章
家
、
有
此
筆
而
無
此

識
。
雨
山
則
可
謂
熊
魚
両
獲
者
矣
。〔
沉
文
愨
（
（注

（
注

謂
う
、題
画
詩
は
少
陵
よ
り
開
出
し
、後
人
徃
徃
之
を
宗
ぶ
。
此
の
篇
も
亦
然
り
と
為
す
。
渾
灝
〈
雄
渾
浩
大
〉

雄
健
の
処
は
、
老
杜
に
逼
る
者
有
り
。
雨
山
の
詩
は
、
五
古
に
長
ず
れ
ど
も
、
詎
測
ら
ん
や
七
言
長
古
も
、
亦
能
く
此
く
の
如
き
に
至
ら
ん
と
は
。
見
る
可
し　

才
人
の
伎
倆
は
、
施
す
と
し
て
佳
か
ら
ざ
る
は
無
き
を
。
顧
み
る
に
世
の
賞
鑑
家
な
る
者
は
、
此
の
識
有
れ
ど
も
此
の
筆
無
く
、
詞
章
家
は
、
此
の
筆
有
れ
ど

も
此
の
識
無
し
。
雨
山
は
則
ち
熊
魚
を
ば
両
つ
な
が
ら
獲
た
る
（
（注

（
注

者
と
謂
う
可
し
。〕

雨
山
・
愚
庵
の
唱
和
詩
は
、
愚
庵
（
こ
こ
で
は
二
休
道
人
と
い
う
号
を
も
っ
て
称
さ
れ
て
い
る
）
が
「
戊
戌
早
春
」・「
詠
懐
」（
い
ず
れ
も
五
言
六
句
）
の

二
首
を
詠
み
、
雨
山
（
こ
こ
で
は
雨
龍
山
人
と
い
う
号
を
も
っ
て
称
さ
れ
て
い
る
）
が
そ
れ
ぞ
れ
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
詩
句
の
後
に
、
雨
山
自
身
（
こ
こ

で
は
何
遠
楼
主
人
と
名
乗
っ
て
い
る
）
の
愚
庵
に
対
す
る
評
と
桂
湖
村
の
評
（
雨
山
を
何
遠
楼
主
と
称
し
て
い
る
）
が
付
し
て
あ
る
。

何
遠
楼
主
人
曰
、
忠
憤
耿
介
之
語
、
発
於
敦
厚
惻
怛
之
誠
、
饒
得
古
君
子
遺
意
、
是
之
謂
真
詩
矣
。
非
得
性
情
之
正
者
、
恐
不
能
至
於
此
也
。

〔
忠
憤
耿
介
の
語
、
敦
厚
惻
怛
の
誠
よ
り
発
し
て
、
饒
か
に
古
君
子
の
遺
意
を
得
た
り
、
是
れ
を
之
真
の
詩
と
謂
う
。
性
情
の
正
し
き
を
得
た
る
者
に
非
ず
ん
ば
、

恐
ら
く
此
に
至
る
能
わ
ざ
ら
ん
。〕

湖
村
小
隠
曰
、
何
遠
楼
主
評
語
、
本
為
二
休
道
人
発
、
然
亦
可
以
直
評
雨
龍
山
人
也
。
区
而
論
之
、
道
人
詩
唐
而
有
古
音
、
山
人
詩
古
而
有
唐
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音
。
一
以
秀
明
樸
淳
見
長
、
一
以
華
瞻
峻
峭
而
勝
。
至
興
寄
深
微
、
風
骨
完
厚
、
則
竝
克
臻
厥
美
矣
。〔
何
遠
楼
主
の
評
語
は
、
本
二
休
道
人
の
為

に
発
せ
ら
れ
た
り
、
然
れ
ど
も
亦
以
て
直

そ
の
ま
ま

雨
龍
山
人
を
評
す
可
き
な
り
。
区わ

け
て
之
を
論
ぜ
ば
、
道
人
の
詩
は
唐
に
し
て
古
音
有
り
、
山
人
の
詩
は
古
に
し

て
唐
音
有
り
、
一
は
秀
明
樸
淳
を
以
て
長
〈
特
長
〉
を
見あ
ら
わ

し
、
一
は
華
瞻
峻
峭
を
以
て
勝
る
。
興
を
深
微
に
寄
せ
、
風
骨
完
厚
な
る
に
至
っ
て
は
、
則
ち
竝
び

に
克
く
厥
の
美
を
臻き

わ

め
た
り
。〕

交
往
詩
と
し
て
は
、他
に
二
十
九
年
十
月
十
三
日
の
『
日
本
』
所
載
の
「
寄
青
厓
山
人
在
小
田
原
」、三
十
二
年
三
月
二
十
一
日
と
二
十
三
日
の
『
九

州
日
日
新
聞
』
所
載
の
、
落
合
東
郭
宅
で
の
熊
本
の
詩
人
た
ち

（
（注

（
注

と
の
分
韻
の
作
（
雨
山
は
「
壇
」
を
得
て
、
七
律
一
首
を
詠
ん
で
い
る
）、
三
十
二
年
七

月
十
三
日
の
『
日
本
』
所
載
の
「
和
□
欽
堂
隠
士
見
寄

（
（注

（
注

」、三
十
四
年
十
月
三
十
日
の
『
日
本
』
所
載
の
「
薩
州
壮
士
行
送
山
田
済
済マ

マ

」
（
（注

（
注

な
ど
も
あ
る
。

そ
の
他
、三
十
四
年
二
月
十
三
日
の
『
国
民
新
聞
』
所
載
の
聯
句
「
辛
丑
紀
元
節
星
岡
茶
寮
星
集

（
（注

（
注

席
上
柏
梁
体
聯
句
」
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

文
で
は
あ
る
が
、『
龍
南
会
雑
誌
』
第
六
十
三
号
（
三
十
一
年
二
月
十
七
日
）
所
載
の
「
一
枝
巣
記
」
も
、
同
僚
の
児
島
献
吉
郎
の
住
ま
い
を
話
の
き
っ

か
け
に
し
て
、
人
の
生
き
方
に
関
す
る
議
論
を
展
開
し
た
も
の
だ
が
、
交
往
の
作
品
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

二
十
七
年
八
月
四
日
の
『
日
本
』
所
載
の
「
従
軍
行
送
六
谷
祇
役
朝
鮮
（
（注

（
注

」
と
同
年
九
月
四
日
の
同
紙
所
載
の
「
詠
史
」
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
前

者
は
、
こ
れ
も
形
式
上
は
、
交
往
詩
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
込
め
ら
れ
た
感
情
は
日
常
的
な
交
際
程
度
の
も
の
で
は
な
い
。
詩
題
に
見
え
る
六

谷
は
、
雨
山
の
父
竹
嬾
の
門
人
で
、
父
の
死
後
、
雨
山
を
寓
居
さ
せ
て
く
れ
た
揚あ

げ

氏
一
族
の
揚
硯
堂
の
弟
の
揚
忠
三
郎
（
一
八
六
一
～
一
九
一
〇
）
で

あ
る

（
（注

（
注

。
十
四
年
、
郷
里
高
松
で
結
成
さ
れ
た
詩
社
「
淡
社
」
の
盟
友
で
も
あ
っ
た
。
詩
は
楽
府
体
で
、
五
言
と
七
言
が
混
じ
り
、
全
十
四
句
か
ら
成

り
、
三
度
換
韻
す
る
（
四
種
の
韻
を
用
い
る
）
変
則
的
な
詩
形
で
あ
る

（
（注

（
注

。

次
に
「
詠
史
」
を
見
て
み
よ
う
。
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詠
史

①
抉
吾
眼
掛
呉
東
門　
　

吾
が
眼
を
抉
り
て
呉
の
東
門
に
掛
け
よ

子
胥
是
言
甚
壮
激　
　

子
胥
の
是
の
言　

甚
だ
壮
激
な
り

天
之
所
賜
何
可
逆　
　

天
の
賜
う
所　

何
ぞ
逆
ら
う
可
け
ん

呉
王
不
取
乃
自
撃　
　

呉
王　

取
ら
ず
し
て　

乃
ち
自
ら
撃
た
れ
た
り

②
不
殺
勾
践
国
其
墟　
　

勾
践
を
殺
さ
ず
ん
ば　

国　

其
れ
墟あ

れ
は

て
ん
も

宰
嚭
之
徒
眼
無
呉　
　

宰
嚭
〔
呉
の
宰
輔
伯
嚭
の
こ
と
〕
の
徒　

眼
に
呉
無
し

黄
池
玉
帛
諸
侯
笑　
　

黄
池
の
玉
帛
〔
呉
王
夫
差
が
黄
池
で
主
宰
し
た
会
盟
の
こ
と
〕　

諸
侯
に
笑
わ
る

鴟
夷
烟
波
渺
五
湖　
　

鴟
夷
〔
皮
の
袋
〕　

烟
波　

五
湖
に
渺
た
ら
ん

こ
れ
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
詠
史
詩
と
す
る
の
が
通
例
だ
ろ
う
が
、
発
表
の
時
機
と
、
種
竹
の
、

把
史
乗
成
語
、
以
供
駆
使
之
用
、
著
意
剪
裁
、
頗
見
力
量
。「
天
之
所
賜
何
可
逆
、
呉
王
不
取
乃
自
撃
」
二
句
、
今
日
西
征
諸
将
、
不
可
無
此

一
大
勇
断
。
噫
誰
其
眼
中
無
全
呉
者
。
読
了
慨
久
之
。〔
史
乗
の
成
語
を
把
り
て
、以
て
駆
使
の
用
に
供
す
。
著
意
〈
着
想
〉
剪
裁
〈
材
料
の
ア
レ
ン
ジ
〉、

頗
る
力
量
を
見
る
。「
天
の
賜
う
所　

何
ぞ
逆
ら
う
可
け
ん
、
呉
王　

取
ら
ず
し
て
乃
ち
自
ら
撃
た
れ
た
り
」
の
二
句
、
今
日
西
征
の
諸
将
、
此
の
一
大
勇
断
無

か
る
可
か
ら
ず
。
あ
あ
誰
か
其
れ
眼
中
に
全
呉
無
き
者
な
ら
ん
。
読
了
し
て
慨
く
こ
と
之
を
久
し
く
す
。〕

と
い
う
評
語
に
照
ら
す
な
ら
、
少
な
く
と
も
第
一
首
は
、
清
国
と
の
戦
局
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
戦
意
高
揚
の
た
め
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
、
第
二
首
は
、
結
句
を
そ
の
主
眼
と
見
る
な
ら
、
功
成
っ
た
後
、
江
湖
に
帰
隠
す
る
越
の
范
蠡
の
生
き
方
を
勧
め
る
も
の
で
、
戦
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意
高
揚
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
く
（
（注

（
注

、
む
し
ろ
上
述
の
「
閒
居
十
首
」
第
七
首
の
詩
境
に
通
じ
る
も
の
も
感
じ
ら
れ
る
。

な
お
、
日
本
人
、
と
り
わ
け
明
治
以
降
の
日
本
人
に
は
作
例
の
あ
ま
り
多
く
な
い
賦
や
辞
の
形
式
の
作
品
も
、
雨
山
に
は
あ
る
。
賦
と
し
て
は

二
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日
の
『
日
本
』
所
載
の
「
舟
遊
賦

（
（注

（
注

」
が
あ
り
、『
楚
辞
』
九
歌
に
似
通
っ
た
趣
を
持
っ
て
い
る

（
（注

（
注

。
辞
と
し
て
は
、
二
十
八

年
四
月
四
日
の
『
日
本
』
所
載
の
、
早
逝
し
た
東
大
時
代
の
同
窓
生
、
大
作
延
寿
郎
の
遺
稿
に
題
し
た
「
題
蘭
城
遺
稿
辞

（
（注

（
注

」
が
あ
り
、
種
竹
が
「
擬

騒
賦
、
非
読
書
人
、
竟
不
能
做
出
」〔
騒
賦
を
擬つ

く

る
は
、
読
書
人
に
非
ず
ん
ば
、
竟
に
做な

し
出
だ
す
こ
と
能
わ
ざ
ら
ん
〕
と
評
し
て
い
る
。

七
、
ま
と
め
―
詩
歌
理
想
論
を
踏
ま
え
て

以
上
の
よ
う
に
、
交
往
詩
を
は
じ
め
、
雨
山
は
様
々
な
タ
イ
プ
の
詩
を
作
っ
て
い
る
の
だ
が
、
彼
の
青
壮
年
期
の
詩
の
特
色
は
、
や
は
り
初
め
に

見
た
よ
う
な
「
詠
懐
」
系
統
の
作
品
の
方
に
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

彼
の
中
国
古
代
詩
歌
に
関
す
る
評
論
―
「
支
那
古
代
詩
変
」
の
発
表
は
二
十
七
、二
十
八
年
、「
詩
想
」
の
発
表
は
三
十
年
だ
っ
た
（
前
掲
拙
稿
「
長

尾
雨
山
青
壮
年
期
の
詩
論
と
詩
作
―
初
歩
的
考
察
―
⑴
」）。「
詠
懐
」
系
統
の
作
品
の
発
表
は
、
二
十
六
年
か
ら
三
十
二
年
ご
ろ
ま
で
に
及
ん
で
い
る
。
こ

の
時
期
、雨
山
が
理
想
と
し
た
、「
軽
儇
浮
佻
」
な
ら
ず
、「
敦
厚
忠
雅
」
か
つ
「
雄
渾
蒼
勁
」
で
、「
性
霊
を
陶
鋳
す
る
」
力
を
具
え
た
詩
歌
の
詠
作
は
、

か
な
り
の
程
度
ま
で
実
現
さ
れ
た
と
見
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、こ
の
系
統
の
作
品
に
対
す
る
も
の
を
中
心
と
し
て
、雨
山
詩
に
対
す
る
他
者
評
を
振
り
返
り
、整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。「
消
遣
」

第
十
首
に
付
さ
れ
た
評
は
、
彼
の
当
時
の
作
詩
態
度
を
客
観
的
に
述
べ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
雨
山
は
阮
籍
・
嵆
康
に
代
表
さ
れ
る
正

始
体
を
追
求
し
て
お
り
、
唐
よ
り
後
の
風
格
の
も
の
は
作
ら
ぬ
と
誓
っ
て
い
た
と
い
う
。
槐
南
は
、
雨
山
は
嵆
康
と
阮
籍
の
間
で
別
に
一
家
を
成
し

て
お
り
、
陳
子
昂
が
力
め
て
倣
わ
ん
と
し
た
も
の
を
実
現
で
き
て
い
る
と
認
め
て
い
る
。
一
方
、
種
竹
は
雨
山
の
詩
境
を
阮
籍
・
郭
璞
・
陶
淵
明
の

三
者
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
が
、
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
郭
璞
と
の
類
似
は
さ
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
青
厓
や
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湖
村
も
含
め
、
総
じ
て
雨
山
の
独
特
な
詩
境
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
問
題
に
な
る
の
は
、
雨
山
を
し
て
「
時
を
傷
み
世
を
憤
」
り
、「
自
ら
抑
え
ん
と
欲
し
て
抑
う
る
能
わ
ざ
」
ら
し
め
、
ま
た
、「
流
俗
を

睥
睨
し
、
而
し
て
腹
に
満
て
る
不
平
骯
髒
の
気
、
筆
墨
の
間
に
溢
れ
」
し
め
た
も
の
は
、
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品

が
詠
ま
れ
た
の
は
、主
と
し
て
彼
が
文
部
省
と
東
京
美
術
学
校
教
授
を
退
職
し
て
六
年
間
の
フ
リ
ー
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
間
、

彼
の
内
面
に
何
ら
か
の
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
は
、
現
在
得
ら
れ
て
い
る
資
料
か
ら
は
推
し
量
り
が
た
い
。

一
方
、
彼
の
気
質
も
こ
れ
に
は
関
係
す
る
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。
そ
の
前
に
、
雨
山
自
身
の
詩
歌
理
想
論
に
関

し
て
、
若
干
補
足
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。

【
雨
山
の
詩
歌
理
想
論
に
関
す
る
補
足
】
前
稿
執
筆
の
際
、
管
見
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
雨
山
の
詩
歌
理
想
論
に
関
す
る
資
料
を
、
こ
こ
で
紹
介

し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
大
作
蘭
城
の
「
長
尾
子
生
近
藁
叙
」（『
続
蘭
城
遺
稿
』
巻
上
）
で
、雨
山
が
語
っ
た
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

蘭
城
の
目
を
通
し
て
見
た
雨
山
の
詠
作
姿
勢
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
に
つ
い
て
は
、
杉
村
邦
彦
氏
に
よ
っ
て
そ
の
分
か
り
や
す
い
訓
注
が

提
示
さ
れ
て
い
る

（
（注

（
注

。
も
う
一
つ
は
『
日
本
』
三
十
二
年
十
月
二
十
三
日
の
「
台
陰
談
藝
録
」（
当
時
、
断
続
的
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
漢
詩
文
批
評
コ
ラ
ム
）

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
雨
山
評
で
あ
る
。
作
者
は
「
致
遠
」
と
い
う
筆
名
だ
が
、
牧
野
静
斎
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
致
遠
は
三
条
に
分
け
て
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
が
、
雨
山
の
詩
歌
理
想
論
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
把
握
で
き
る
第
三
条
の
み
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
書
』云
、「
詩
言
志
、歌
永
言
。」盖
有
志
而
不
言
者
非
詩
也
。
言
而
非
志
非
詩
也
。
詩
而
不
可
歌
非
詩
也
。
歌
而
辞
不
達
非
詩
也
。
故
詩
本
言
志
、

又
貴
其
歌
而
辞
達
矣
。
所
謂
達
也
者
、
不
惟
其
旨
坦
夷
易
暁
。
言
含
至
理
、
情
寓
字
外
、
格
調
音
節
、
開
闔
長
短
、
抑
揚
頓
挫
、
各
得
其
宜
、

使
聞
者
一
唱
三
歎
手
舞
足
蹈
是
也
。
此
之
不
務
、
徒
摸
声
音
形
貌
、
而
自
以
為
得
、
幾
何
其
不
為
優
孟
之
衣
冠
者
也
。
往
年
雨
山
在
京
、
与
余

論
詩
、
大
旨
如
是
。
世
之
倣
雨
山
而
学
選
体
者
、
妄
臚
列
華
藻
、
雕
琢
字
句
、
而
毫
無
生
気
、
或
高
擬
陶
謝
、
沖
澹
自
喜
、
而
枯
燥
無
味
、
或

佶
屈
聱
牙
、
言
待
注
解
、
使
人
望
見
生
畏
、
譬
之
蒙
鬼
面
嚇
小
児
。
自
識
者
見
之
、
不
値
一
笑
。〔『
書
』
に
云
う
、「
詩
は
志
を
言
い
、
歌
は
言
を
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永
く
す
」
と
。
盖
し
志
有
れ
ど
も
言
わ
ざ
る
者
は
詩
に
非
ざ
る
な
り
。
言
え
ど
も
志
に
非
ざ
る
は
詩
に
非
ざ
る
な
り
。
詩
な
れ
ど
も
歌
う
可
か
ら
ざ
る
は
詩
に

非
ざ
る
な
り
。
歌
え
ど
も
辞　

達
せ
ざ
る
は
詩
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
詩
は
本も
と　

志
を
言
い
、
又
其
の
歌
い
て
辞　

達
す
る
を
も
貴
ぶ
。
所
謂
達
と
は
、
惟
だ

其
の
旨　

坦
夷
に
し
て
暁
り
易
き
の
み
な
ら
ず
。
言　

至
理
を
含
み
、
情　

字
の
外
に
寓
し
、
格
調
音
節
、
開
闔
長
短
、
抑
揚
頓
挫
、
各
お
の
其
の
宜
し
き
を

得
、
聞
く
者
を
し
て
一
唱
三
歎　

手
舞
い
足
蹈
ま
し
む
る
も
の
、
是
れ
な
り
。
此
れ
を
之
務
め
ず
、
徒
ら
に
声
音
形
貌
を
摸
し
て
、
自
ら
以
て
得
た
り
と
為
す
は
、

幾い
か
ほ
ど何
か
其
れ
優
孟
の
衣
冠
と
為
ら
ざ
ら
ん
。
往
年
雨
山　

京
に
在
り
し
と
き
、
余
と
詩
を
論
ず
る
、
大
旨
是
く
の
如
く
な
り
き
。
世
の
雨
山
に
倣
っ
て
選
体
を

学
ぶ
者
は
、
妄
り
に
華
藻
を
臚
列
し
、
字
句
を
雕
琢
す
れ
ど
も
、
毫
も
生
気
無
く
、
或
る
も
の
は
高
ら
か
に
陶
謝
に
擬
し
て
、
沖
澹　

自
ら
喜
べ
ど
も
、
枯
燥

無
味
、
或
る
も
の
は
佶
屈
聱
牙
、
言　

注
解
を
待
ち
、
人
を
し
て
望
見
し
て
畏
れ
を
生
ぜ
し
む
る
こ
と
、
之
を
譬
え
ば
鬼
面
を
蒙
り
て
小
児
を
嚇
す
が
ご
と
し
。

識
者
よ
り
之
を
見
ば
、
一
笑
に
も
値
せ
ず
。〕

お
わ
り
に

雨
山
の
「
詠
懐
」
系
統
の
作
品
に
頻
り
に
表
出
さ
れ
る
不
平
不
満
を
「
激
情
」
の
一
種
と
見
る
な
ら
ば
、
父
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
の
長
尾
正
和

の
回
顧
談
も
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

豪
気
の
人
に
あ
り
勝
ち
の
非
常
な
涙
も
ろ
さ
を
も
ち
、
読
書
中
で
も
感
激
す
る
と
し
ば
し
ば
啼
泣
し
た
。（
中
略
）
要
す
る
に
多
情
多
恨
、
生

れ
つ
き
の
詩
人
で
あ
つ
て
、激
情
が
常
に
身
内
に
燃
え
た
ぎ
つ
て
い
た
。
幸
い
に
逸
脱
も
せ
ず
晩
年
に
は
む
し
ろ
温
順
の
君
子
た
り
得
た
の
は
、

学
問
の
力
と
多
年
の
修
養
に
よ
つ
た
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
の
溢
れ
る
感
情
が
詩
と
な
り
文
と
な
り
書
と
な
り
画
と
な
り
、
ま
た
酒
と
な
つ
た
の
で

あ
ろ
う

（
（注

（
注

。
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さ
ら
に
は
、
雨
山
の
青
壮
年
期
の
詩
風
に
「
激
し
さ
」
が
吹
き
込
ま
れ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
彼
が
幼
少
期
か
ら
尊
崇
し
て
や
ま
な
か
っ
た
明

治
維
新
の
元
勲
に
し
て
漢
詩
人
の
副
島
種
臣
、
号
は
蒼
海
（
一
八
二
八
～
一
九
〇
五
）
と
の
出
会
い
、
蒼
海
か
ら
の
薫
陶
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
正

和
に
次
の
よ
う
な
回
顧
談
が
あ
る
。
明
治
五
年
の
マ
リ
ア
ク
ル
ー
ズ
事
件
で
の
果
断
な
る
措
置
や
翌
六
年
の
特
命
全
権
大
使
と
し
て
の
北
京
で
の

堂
々
た
る
談
判
を
耳
に
し
て
、
雨
山
は
幼
心
に
蒼
海
に
対
す
る
崇
拝
の
念
を
抱
い
て
い
た
が
、「
二
十
四
か
五
の
こ
ろ
」、
す
な
わ
ち
二
十
一
年
か

二
十
二
年
の
こ
ろ
、
当
時
六
十
歳
く
ら
い
の
蒼
海
が
「
新
聞
の
詩
文
壇
」
で
た
ま
た
ま
雨
山
の
作
を
目
に
し
、
国
分
青
厓
（
か
ね
て
か
ら
蒼
海
の
知
遇

を
得
て
い
た
）
に
長
尾
雨
山
な
る
人
物
に
つ
い
て
問
う
た
。
青
厓
が
「
自
分
の
親
友
雨
山
の
こ
と
と
て
知
れ
る
限
り
を
」
話
す
と
、
蒼
海
は
「
一
度

ひ
ま
の
時
に
屋
敷
ま
で
来
る
よ
う
に
と
」
言
っ
た
。「
青
厓
か
ら
そ
の
旨
を
聞
い
た
雨
山
は
歓
喜
の
言
葉
を
知
ら
な
か
つ
た
。」
直
ち
に
蒼
海
を
屋
敷

に
訪
ね
、
爾
来
深
く
蒼
海
の
「
眷
顧
を
受
け
学
問
の
上
達
に
も
人
格
の
錬
磨
に
も
絶
大
な
益
を
え
る
こ
と
に
な
」
っ
た

（
（注

（
注

。

蒼
海
は
、
漢
詩
人
と
し
て
は
、「
清
詩
が
流
行
し
、
其
極
盛
を
現
出
し
た
」
明
治
の
詩
壇
に
あ
っ
て
、「
別
派
の
旗
幟
を
樹
立
し
」「
漢
魏
を
高
唱
し
」

た
（
（注

（
注

。
雨
山
に
生
来
、
漢
魏
の
詩
風
に
惹
か
れ
る
素
地
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
点
に
加
え
、
人
格
の
上
で
全
面
的
な
感
化
を
受
け
て
い
た
蒼
海
か
ら

の
影
響
も
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

雨
山
が
蒼
海
の
詩
風
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
が
示
さ
れ
て
い
る
資
料
と
し
て
、『
日
本
』
三
十
四
年
二
月
十
二
日
の
文
苑
に
載
っ
た
、匿
名
（
作

者
名
の
部
分
が
「
〇
〇　

〇
〇
〇
〇
」
と
な
っ
て
い
る
）
の
「
哀
清
国
」
と
題
す
る
作
品
（
七
律
三
首
）
に
対
す
る
雨
山
評
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
作
品
は
、『
蒼
海
全
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
（注

（
注

の
で
、
蒼
海
の
作
と
見
て
間
違
い
な
い
は
ず
な
の
だ
が
、
当
時
の
義
和
団
の
乱
で
衰
弱
し
て
い
く

清
国
と
、
こ
れ
に
対
す
る
方
策
を
詠
み
こ
ん
だ
も
の
な
の
で
、
何
ら
か
の
差
し
さ
わ
り
が
あ
り
、
匿
名
に
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
雨
山

の
評
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

詠
時
事
、而
発
至
理
、奨
公
道
。
不
如
是
、則
不
可
以
起
人
啓
人
。
杜
子
美
善
作
詩
史
。
然
多
哀
声
、但
覚
酸
楚
、何
也
。
乏
於
至
理
公
道
之
論
也
。

如
此
篇
、
子
美
之
所
難
矣
。〔
時
事
を
詠
ん
で
、
至
理
を
発
し
、
公
道
を
奨
む
。
是
く
の
如
く
な
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
以
て
人
を
起
こ
し
人
を
啓
く
可
か
ら
ず
。
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杜
子
美
は
善
く
詩
史
を
作
る
。
然
れ
ど
も
哀
声
多
く
、但
だ
酸
楚
を
覚
ゆ
る
の
み
な
る
は
、何
ぞ
や
。
至
理
公
道
の
論
に
乏
し
け
れ
ば
な
り
。
此
の
篇
の
如
き
は
、

子
美
の
難
し
と
す
る
所
な
り
。〕

「
至
理
公
道
の
論
」
と
い
う
点
で
、
蒼
海
の
方
が
「
詩
聖
」
杜
甫
を
上
回
る
と
さ
れ
て
い
る
。

よ
り
詳
し
い
論
述
と
し
て
は
、
ず
っ
と
下
っ
て
、
上
海
か
ら
の
帰
国
後
ま
も
な
く
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』
の
漢
詩
欄
を
主
宰
し
て
い
た
こ
ろ
の
も

の
に
な
る
が
、
同
紙
に
「
輓
近
漢
詩
壇
の
傾
向
―
詩
星
漸
く
凋
落
し
僅
に
石
埭
、
竹
隠
を
存
す
」
と
題
す
る
雨
山
の
談
話

（
（注1

（
注

が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
最

後
の
一
段
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
述
べ
た
い
の
は
上
述
専
門
詩
人

（
（注1

（
注

の
外
に
明
治
の
一
大
明
星
と
し
て
光
彩
を
添
へ
た
の
は
副
島
蒼
海
伯
の
詩
で
あ
る
、
蒼
海
伯
が
詩
を
作

る
の
は
座
談
の
間
に
で
も
サ
ア
作
ら
う
と
い
ふ
と
、
書
生
を
呼
び
来
つ
て
口
を
突
い
て
出
づ
る
語
句
を
筆
記
せ
し
む
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

直
に
雄
篇
大
作
を
成
し
、
大
概
は
一
字
一
句
を
も
改
竄
し
な
い
、
詞
藻
の
富
贍
な
る
こ
と
洵
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
其
詩
は
漢
魏
六
朝
よ

り
唐
時
代
ま
で
を
根
拠
と
し
、
明
詩
は
稍
喜
べ
ど
宋
と
清
の
詩
は
採
ら
な
い
、
又
そ
の
詩
論
は
、
自
ら
堯
舜
た
ら
ん
こ
と
を
欲
せ
ば
先
づ
自
ら

堯
舜
の
心
を
以
て
心
と
し
、
堯
舜
の
言
ふ
と
こ
ろ
を
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、『
論
語
』
に
「
辞
気
を
出
し
て
斯
に
鄙
倍
に
遠
ざ
か
る

（
（注1

（
注

」
と
あ
つ
て

士
君
子
の
詩
は
士
君
子
ら
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
る
、
恁
う
い
ふ
意
見
で
あ
る
か
ら
、
其
風
格
は
如
何
に
も
雄
偉
宏
大
で
あ
る
、

他
の
文
学
者
諸
君
に
お
い
て
も
蒼
海
伯
の
こ
の
態
度
は
是
非
則
つ
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ

雨
山
が
「
文
学
者
諸
君
に
」「
是
非
則
つ
て
貰
ひ
た
い
」
と
言
う
蒼
海
詩
の
「
如
何
に
も
雄
偉
宏
大
」
な
る
作
風
は
、
青
壮
年
期
の
雨
山
自
身
に

お
い
て
は
、
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
息
の
長
い
長
篇
の
古
詩
と
い
う
形
で
受
け
継
が
れ
、
ま
た
、「
漢
魏
六
朝
よ
り
唐
時
代
ま
で
を
根
拠
と
」
す
る
と

こ
ろ
と
、「
詞
藻
の
富
贍
な
る
」
と
こ
ろ
も
、
し
っ
か
り
と
継
承
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
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注１	
文
部
省
・
美
術
学
校
退
職
後
の
数
年
間
に
つ
い
て
は
、
杉
村
邦
彦
「
長
尾
雨
山
と
そ
の
交
友　

第
13
回
」（『
墨
』
第
一
二
八
号
、
一
九
九
七
年
）
一
三
九
頁
に

考
証
さ
れ
て
い
る
。

２	

長
尾
雨
山
『
中
国
書
画
話
』、
筑
摩
書
房
筑
摩
叢
書
二
十
七
、一
九
六
五
年
。

３	

呉
孟
晋
編
、
平
成
二
十
七
―
二
十
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業　

若
手
研
究
（
B
）
研
究
成
果
報
告
書
（
課
題
番
号　

15K
16655

）『
長
尾
雨
山
の
中
国

書
画
受
容
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構　

京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
三
月
）。

４	

明
治
十
四
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
雨
山
の
故
郷
、
高
松
で
発
行
さ
れ
て
い
た
漢
詩
・
和
歌
・
俳
諧
か
ら
成
る
文
藝
雑
誌
。

５	

『
古
今
詩
文
詳
解
』
第
二
一
七
集
（
十
九
年
十
二
月
五
日
）
所
収
。

６	

そ
れ
ぞ
れ
『
古
今
詩
文
詳
解
』
第
一
九
二
集
（
十
九
年
三
月
二
十
五
日
）、
同
第
二
一
八
集
（
十
九
年
十
二
月
十
五
日
）、
同
第
二
四
三
集
（
二
十
年
八
月

二
十
五
日
）
所
収
。「
鎌
倉
道
中
」
は
『
東
京
新
報
』
二
十
二
年
一
月
十
七
日
に
も
載
る
。

７	

以
上
、
長
尾
正
和
「
岡
倉
天
心
と
長
尾
雨
山
」、『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
五
巻
（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）「
月
報
」
２
所
載
。

８	

そ
れ
ぞ
れ
、『
東
洋
学
会
雑
誌
』
第
三
編
第
十
号
（
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日
）
文
苑
、『
し
が
ら
み
草
紙
』
第
五
号
（
二
十
三
年
）
所
収
。

９	

い
ず
れ
も
『
し
が
ら
み
草
紙
』
第
七
号
（
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
）
所
収
。

10	

労
祖
徳
整
理
『
鄭
孝
胥
日
記
』（
中
華
書
局
一
九
九
三
年
版
）
二
五
五
～
二
五
六
頁
。
袖
海
は
、
訪
中
中
の
副
島
種
臣
と
上
海
で
知
り
合
っ
た
後
、
来
日
し

て
当
時
興
亜
会
や
東
京
帝
大
等
で
中
国
語
を
教
え
て
い
た
張
滋
昉
（
一
八
三
九
～
一
九
〇
〇
）
の
字
。
水
野
貫
龍
は
僧
侶
、
著
に
『
教
林
一
枝
』、『
浄
土

教
会
衆
日
用
行
法
略
記
』（
い
ず
れ
も
二
十
三
年
刊
）
が
あ
る
。
西
島
は
、
名
は
醇
、
字
は
子
粋
、
号
は
梅
所
、
一
九
三
五
年
に
卒
し
、
享
年
七
十
五
歳
、

通
儒
西
島
蘭
渓
の
孫
で
、
当
時
海
軍
省
に
勤
め
て
い
た
。「
无
教
」
の
「
教
」
は
「
較
」
の
意
か
。

11	

原
作
品
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
首
ご
と
の
ま
と
ま
り
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
番
号
を
付
け
た
。
以
下
、
同
じ
。

12	

こ
の
句
、『
易
』
大
過
の
象
伝
「
枯
楊
生
華
、
何
可
久
也
」
に
基
づ
き
、「
良
い
こ
と
は
長
続
き
し
な
い
」
の
含
意
が
あ
る
か
。
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13	

こ
の
句
、『
後
漢
書
』
王
渙
伝
に
見
え
る
「
枳
棘
非
鸞
鳳
之
所
棲
」
と
い
う
言
葉
を
踏
ま
え
る
。
低
い
地
位
は
立
派
な
人
物
の
就
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
の

意
を
た
と
え
る
。

14	

本
句
は
「
千
金
市
骨
」（『
戦
国
策
』
燕
策
一
）
の
典
故
を
踏
ま
え
る
。

15	

以
上
二
句
は
『
老
子
』
第
十
八
章
の
「
大
道
廃
、
有
仁
義
。
智
慧
出
、
有
大
偽
。」
を
逆
説
的
に
踏
ま
え
た
表
現
か
。

16	

こ
の
「
撫
」
字
は
、
音
義
と
も
に
「
模
」
と
同
じ
で
、
こ
こ
で
は
「
仿
効
」
の
意
（『
漢
語
大
詞
典
』
第
六
巻
八
七
二
頁
）
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。

17	

『
鄭
孝
胥
日
記
』
三
三
三
頁
に
も
簡
略
な
記
載
が
あ
る
。

18	

な
お
、
雨
山
は
結
構
早
く
か
ら
滞
日
中
国
人
と
交
際
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
よ
う
で
、
駐
日
公
使
館
随
員
の
孫
点
が
二
十
二
年
に
編
撰
し
た
『
嚶
鳴
館
春

風
畳
唱
集
』（
駐
日
正
使
黎
庶
昌
が
開
催
し
た
日
中
文
人
の
親
睦
会
で
の
詩
集
）
の
「
諸
家
評
跋
」
の
中
に
も
雨
山
の
評
語
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
鄭
孝
胥

が
駐
日
公
使
館
の
神
戸
兼
大
阪
正
理
事
官
と
し
て
神
戸
に
駐
在
し
て
い
た
二
十
七
年
に
も
、
雨
山
は
鄭
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
の
一
度
目
は
二
月
九
日
で
、

鄭
は
不
在
だ
っ
た
。
二
度
目
は
三
月
二
十
七
日
で
、
雨
山
は
静
斎
と
連
れ
立
っ
て
訪
問
し
、
料
亭
で
も
て
な
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
二
十
七
年

の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
雨
山
は
神
戸
も
し
く
は
そ
の
近
辺
に
滞
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

19	

『
亜
細
亜
』
第
二
巻
第
六
号
（
二
十
六
年
七
月
一
日
）
掲
載
の
「
貧
士
歎
」
も
詩
句
は
同
じ
。

20	

「
調
飢
」
は
『
詩
経
』
周
南
「
汝
墳
」
の
詩
句
に
基
づ
き
、「
最
も
耐
え
難
い
朝
の
ひ
も
じ
さ
」
の
意
。

21	

「
路
」
は
「
輅
」
に
作
る
べ
き
か
。「
輅
」
は
天
子
の
車
、「
軒
」
は
大
夫
以
上
の
身
分
の
者
が
乗
る
車
。

22	

「
蘆
中
」
は
蘆
中
人
、
す
な
わ
ち
窮
士
と
し
て
の
伍
子
胥
を
意
味
す
る
語
。
な
お
、
雨
山
は
「
蘆
中
亭
」
を
書
斎
名
の
一
つ
と
し
た
。

23	

言
わ
ず
も
が
な
だ
が
、「
元
亮
」
は
陶
淵
明
の
字
。

24	

以
下
、『
日
本
』
の
閲
覧
に
は
、
ゆ
ま
に
書
房
の
復
刻
版
（
一
九
八
八
～
一
九
九
一
年
）
を
利
用
し
、
不
鮮
明
な
個
所
に
つ
い
て
は
国
立
国
会
図
書
館
東
京

本
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
利
用
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
判
読
で
き
な
か
っ
た
箇
所
も
あ
る
。
判
読
で
き
な
か
っ
た
字
は
「
□
」
で
示
す
こ
と

に
す
る
。
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25	

掲
載
さ
れ
た
日
は
、二
十
七
年
八
月
十
日
、十
一
日
、十
二
日
、十
三
日
。
ま
た
、初
め
の
六
首
は
『
支
那
学
』
第
七
号
（
二
十
七
年
十
月
二
十
一
日
）
文
苑
に
、

後
の
四
首
は
同
誌
第
八
号
（
同
年
十
一
月
三
十
日
）
文
苑
に
も
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
日
本
』
掲
載
の
も
の
と
の
字
句
の
異
同
は
な
い
。
一
方
、

こ
の
詩
は
全
十
首
が
神
田
喜
一
郎
編
『
明
治
漢
詩
文
集
』（
筑
摩
書
房　

明
治
文
学
全
集
62
、
一
九
八
三
年
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
数
か
所
の
字
句
の

異
同
が
あ
る
が
、
拠
っ
た
と
こ
ろ
の
テ
ク
ス
ト
は
不
明
で
あ
る
。

26	

本
句
は
『
史
記
』
孔
子
世
家
の
孔
子
の
斉
国
訪
問
の
一
段
を
踏
ま
え
る
。「
膰
肉
」
は
宗
廟
の
祭
り
に
供
え
る
焼
い
た
肉
。

27	

「
頭
上
巾
」
は
陶
淵
明
が
酒
を
濾
す
の
に
使
い
、
普
段
は
頭
に
か
ぶ
っ
て
い
た
と
い
う
頭
巾
の
こ
と
。「
飲
酒
二
十
首
幷
序
」
其
二
十
に
見
え
る
。

28	

以
上
四
句
は
、『
史
記
』
春
申
君
伝
を
踏
ま
え
る
。

29	

趙
孟
栄
は
趙
宋
の
宗
室
と
し
て
、『
江
西
通
志
』
巻
七
十
六
等
に
そ
の
名
が
見
え
る
が
、
以
上
二
句
の
典
故
は
未
詳
。

30	

「
固
窮
」
は
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
の
「
君
子
固
窮
（
下
略
）」
と
い
う
言
葉
に
基
づ
く
。「
困
難
な
境
遇
に
陥
っ
て
も
、
固
く
そ
の
境
遇
を
守
っ
て
、
安
易
な

態
度
を
と
ら
な
い
」
意
。

31	

「
薦
瘥
」
は
一
再
な
ら
ず
甚
大
な
る
災
禍
が
起
こ
る
こ
と
。『
詩
経
』
小
雅
「
節
南
山
」
の
詩
句
に
基
づ
く
。

32	

こ
の
句
の
典
故
に
つ
い
て
は
注
46
を
参
照
さ
れ
た
い
。

33	

「
奏
膚
公
」
は
『
詩
経
』
小
雅
「
六
月
」
に
見
え
、大
功
を
天
子
に
奏
聞
す
る
の
意
。『
支
那
学
』
第
八
号
は
「
膚
公
」
を
「
膚
々
」
に
作
る
が
、誤
り
だ
ろ
う
。

34	

本
句
は
『
詩
経
』
小
雅
「
白
駒
」
の
詩
句
「
爾
公
爾
侯
、逸
豫
無
期
」
に
基
づ
き
、現
状
は
こ
の
詩
句
の
意
味
と
正
反
対
で
あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
あ
な
た
方
を
公
や
侯
と
し
て
仰
ぎ
従
っ
て
い
れ
ば
、
我
々
民
は
い
つ
ま
で
も
安
楽
に
暮
ら
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
二
句
の
意
味
だ
が
、

雨
山
は
〈
今
の
世
の
公
侯
は
（
民
は
放
っ
て
お
い
て
）
さ
っ
さ
と
自
分
た
ち
だ
け
安
楽
に
暮
ら
し
て
い
る
〉
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

35	

「
補
袞
」は
、天
子
の
職
に
欠
け
た
も
の
の
あ
る
時
、仲
山
甫
が
こ
れ
を
補
佐
し
た
こ
と
を
言
う
。『
詩
経
』大
雅「
丞
民
」の
詩
句「
袞
職
有
闕
、維
仲
山
甫
補
之
」

に
基
づ
く
。

36	

「
非
茹
」
は
『
詩
経
』
小
雅
「
六
月
」
の
詩
句
に
基
づ
き
、「
王
威
を
恐
れ
は
ば
か
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
の
意
。
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37	

以
上
三
句
は
「
野
人
献
芹
」
の
典
故
（『
列
子
』
楊
朱
篇
）
に
基
づ
く
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

38	
「
威
鳳
楼
」
は
日
中
の
文
献
に
は
見
慣
れ
ぬ
語
で
あ
る
。
関
係
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
朝
鮮
の
高
麗
王
朝
の
時
代
、
開
城
に
こ
の
名
を
持
つ
楼
閣
が
あ
っ

た
。
国
家
の
慶
事
が
あ
る
時
に
王
が
文
武
百
官
の
朝
賀
を
受
け
た
り
、
科
挙
の
殿
試
が
行
わ
れ
た
り
し
た
楼
閣
。
檀
国
大
学
校
附
設
東
洋
学
研
究
所
編
『
韓

国
漢
字
語
辞
典
』
巻
一
（
檀
国
大
学
校
出
版
部
、
一
九
七
九
年
）
一
一
四
三
頁
の
記
載
に
よ
る
。

39	

以
上
二
句
が
『
孟
子
』
尽
心
章
句
下
の
「
鶏
鳴
而
起
、
孳
孳
為
善
者
、
舜
之
徒
也
」
云
々
の
一
節
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

40	

筆
者
の
浅
学
の
故
だ
ろ
う
が
、
こ
の
句
を
読
解
で
き
な
い
。
文
脈
か
ら
見
れ
ば
、「
期
待
す
る
の
は
大
義
の
実
現
さ
れ
る
こ
と
」
と
い
っ
た
意
味
と
考
え
ら

れ
る
が
。

41	

郭
景
純
（
郭
璞
）
の
誤
り
だ
ろ
う
。

42	

「
正
始
」
は
三
国
時
代
魏
の
年
号
（
二
四
〇
～
二
四
九
）
で
、
こ
こ
で
は
当
時
の
詩
人
、
嵆
康
・
阮
籍
ら
の
詩
風
―
「
正
始
体
」
の
謂
い
で
あ
ろ
う
。

43	

前
漢
ま
で
の
文
と
盛
唐
の
詩
だ
け
を
尊
重
す
る
擬
古
主
義
を
唱
え
た
明
の
「
後
七
子
」
の
リ
ー
ダ
ー
格
李
攀
龍
と
王
世
貞
の
こ
と
。

44	

「
優
孟
衣
冠
」
は
、『
史
記
』
滑
稽
伝
に
基
づ
き
、
似
て
非
な
る
も
の
の
意
。

45	

「
奏
爾
時
」
は
『
詩
経
』
小
雅
「
賓
之
初
筵
」
に
見
え
る
語
句
。
そ
の
解
釈
に
は
諸
説
あ
る
が
、
雨
山
の
こ
の
作
品
の
文
脈
か
ら
見
て
、
毛
伝
の
系
統
を
引

き
「
射
の
多
く
中
る
者
の
功
を
奏
」
す
る
の
意
に
と
る
胡
承
珙
・
馬
瑞
辰
・
陳
奐
の
説
に
従
う
。
詳
し
く
は
高
田
眞
治
『
詩
經
下
』（
集
英
社
漢
詩
大
系
第

二
巻
、
一
九
六
八
年
）
二
七
五
～
二
七
六
頁
。

46	

「
嫠
婦
不
恤
緯
」
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
二
十
四
年
の
「
嫠
不
恤
其
緯
、
而
憂
宗
周
之
隕
」
の
語
句
に
基
づ
き
、
国
が
亡
び
る
の
を
案
じ
る
の
意
。

47	

疑
う
ら
く
は
「
暫
」
の
誤
り
か
。

48	

以
上
二
句
は
、
陳
・
蔡
の
大
夫
が
、
孔
子
が
楚
に
用
い
ら
れ
る
の
を
妨
げ
る
た
め
、
孔
子
と
そ
の
門
人
を
陳
・
蔡
の
野
に
囲
み
、
糧
食
を
絶
っ
た
故
事
（『
史

記
』
孔
子
世
家
）
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。「
陳
蔡
客
」
は
、
孔
子
と
そ
の
門
人
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

49	

以
上
二
句
は
『
荘
子
』
逍
遙
游
篇
の
一
節
に
基
づ
く
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
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50	

以
上
二
句
は
、
呉
を
滅
ぼ
し
て
会
稽
の
恥
を
す
す
い
だ
後
は
、
姓
名
を
変
じ
て
鴟
夷
子
と
名
乗
り
、
役
人
の
か
ぶ
る
冠
を
か
ぶ
ら
ず
髪
を
う
っ
さ
ば
き
、

小
舟
に
棹
さ
し
て
気
ま
ま
に
江
湖
に
浮
か
ん
で
暮
ら
し
た
越
の
范
蠡
の
境
地
を
詠
ん
だ
、李
白
「
古
風
」
其
十
八
の
末
二
句
「
何
如
鴟
夷
子
、散
髪
棹
扁
舟
」

を
下
敷
き
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

51	

以
上
二
句
や
や
意
味
を
把
捉
し
が
た
い
。

52	

以
上
二
句
は
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
の
「
胡
為
乎
遑
遑
欲
何
之
」
の
句
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
。

53	

筆
者
は
こ
の
句
を
読
解
で
き
な
い
。
訓
読
も
付
け
焼
刃
で
あ
る
。
或
い
は
「
当
昂
然
何
之
」〔
当
に
昂
然
と
し
て
何
く
に
か
之
く
べ
き
〕
の
誤
り
か
。

54	

『
孟
子
』
萬
章
章
句
下
に
見
え
る
「
尚
友
」
の
語
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

55	

こ
れ
も
郭
景
純
（
郭
璞
）
の
誤
り
だ
ろ
う
。

56	

「
困
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

57	

「
字
」
は
「
子
」
の
誤
り
。『
文
子
』
は
中
国
古
代
の
思
想
書
。『
漢
書
』
藝
文
志
で
は
「
道
家
」
に
著
録
。
こ
の
引
用
文
は
、
そ
の
精
誠
篇
に
見
え
る
。

58	

周
代
、
風
俗
を
調
査
し
政
治
の
参
考
に
す
る
た
め
、
各
地
に
派
遣
さ
れ
、
民
間
の
詩
歌
を
採
集
し
た
役
人
―
「
采
詩
の
官
」
の
こ
と
。

59	

「
開
」
の
誤
り
か
。

60	

「
忡
」
の
誤
り
か
。「
忡
怛
」
は
憂
え
痛
む
さ
ま
。

61	

「
開
諷
」
な
ら
、
教
え
導
き
諫
め
る
意
。

62	

『
龍
南
会
雑
誌
』（
五
高
の
校
友
会
誌
）
第
七
十
二
号
（
三
十
二
年
五
月
三
十
一
日
）
に
も
載
る
が
、
十
数
か
所
の
字
句
の
異
同
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
詩

も
上
述
の
神
田
喜
一
郎
編
『
明
治
漢
詩
文
集
』
が
掲
載
し
て
お
り
、
そ
の
本
文
は
『
龍
南
会
雑
誌
』
所
載
の
も
の
の
方
に
近
い
が
、
異
な
る
所
も
あ
り
、

出
所
は
不
明
で
あ
る
。

63	

こ
の
句
の
第
五
字
の
部
分
は
三
十
二
年
三
月
三
十
日
の
『
日
本
』
で
は
判
読
し
が
た
い
た
め
、『
龍
南
会
雑
誌
』
第
七
十
二
号
の
本
文
に
見
え
る
「
鬟
」
の

字
を
充
て
た
。
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64	

以
上
二
句
は
、西
晋
の
荊
州
刺
史
石
崇
（
字
季
倫
）
が
巨
富
を
得
、別
荘
の
金
谷
園
で
宴
会
を
開
く
な
ど
し
て
、贅
沢
な
生
活
を
し
た
故
事
（『
晋
書
』
本
伝
）

を
踏
ま
え
る
。

65	

中
国
古
代
の
詩
歌
に
お
い
て
、「
西
楼
」
が
往
々
に
し
て
失
意
・
悲
哀
・
寂
寥
等
の
表
現
の
舞
台
設
定
に
使
わ
れ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

66	

言
う
ま
で
も
な
く
、
杜
甫
の
「
観
公
孫
大
娘
弟
子
舞
剣
器
行　

幷
序
」
の
こ
と
。

67	

『
龍
南
会
雑
誌
』
第
六
十
一
号
（
三
十
年
十
二
月
七
日
）
に
も
載
り
、
三
か
所
の
字
句
の
異
同
が
あ
る
。

68	

五
行
説
に
お
い
て
、
五
時
（
す
な
わ
ち
季
節
）
の
中
で
は
「
秋
」
が
、
五
常
（
五
徳
）
の
中
で
は
「
義
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
金
」
に
配
当
さ
れ
る
。

69	

二
十
八
年
十
月
二
十
五
日
の
『
日
本
』
に
釈
愚
庵
の
「
乙
未
中
秋
、
同
雨
山
居
士
、
游
竹
生
島
賞
月
」
と
題
す
る
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
十
九

年
七
月
十
三
日
の
同
紙
に
雨
山
の
「
竹
生
島
観
月
記
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
年
四
月
六
日
の
同
紙
に
雨
山
の
「
下
保
津
川
記
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
二
十
八
年
の
中
秋
を
含
む
十
か
月
間
、
雨
山
は
京
滋
地
域
か
、
ま
た
は
同
地
域
を
含
む
一
帯
を
旅
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

70	

「
長
嘯
」
は
「
声
を
長
く
し
て
詩
歌
を
吟
嘯
す
る
」
意
味
の
語
で
あ
る
（『
大
漢
和
辞
典
』
巻
十
一
、六
八
一
頁
）
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
風
の
う
な
り
・
響
き
を
た
と
え
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

71	

本
句
は
『
楚
辞
』
離
騒
の
「
夕
餐
秋
菊
之
落
英
」
の
句
を
踏
ま
え
る
か
。

72	

「
觴
難
傾
」
は
、
酒
を
飲
ん
で
も
一
向
に
愉
快
に
な
ら
な
い
の
意
と
解
し
た
い
。

73	

「
凉
風
」
で
始
ま
る
十
字
は
、
陶
淵
明
の
五
言
二
十
句
の
作
「
辛
丑
歳
七
月
赴
仮
還
江
陵
夜
行
塗
口
」
の
第
九
、十
句
。

74	

こ
の
二
人
の
詩
人
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
筆
者
の
調
査
の
結
果
を
簡
略
に
記
し
て
お
く
。
松
原
竹
秋
（
一
八
二
八
～

一
九
〇
二
）
は
、
名
崇
、
字
子
功
、
讃
岐
の
人
、
江
戸
に
出
て
安
積
艮
斎
（
一
七
九
一
～
一
八
六
一
）
の
塾
に
入
り
、
都
講
（
塾
頭
）
に
な
っ
た
が
、
一

生
不
遇
だ
っ
た
と
い
う
。
渋
谷
香
北
（
一
八
四
九
～
一
九
二
二
）
は
、
名
寛
、
高
知
の
人
、
明
治
の
初
め
に
上
京
し
、
そ
の
後
、
各
地
の
官
職
、
学
校
長

職
を
歴
任
し
た
。
以
上
、『
世
界
之
日
本
』
第
三
巻
（
二
十
九
年
）、
松
原
竹
秋
著
・
三
谷
穆
編
輯
兼
発
行
『
竹
秋
遺
稿
』（
一
九
三
四
年
）、
高
知
県
人
名

事
典
編
集
委
員
会
編
『
高
知
県
人
名
事
典
』（
高
知
市
民
図
書
館
、
一
九
七
一
年
）
等
に
よ
る
。
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75	

注
69
を
参
照
さ
れ
た
い
。

76	
近
衛
翠
山
公
と
は
、
公
卿
の
近
衛
忠
熙
（
一
八
〇
八
～
一
八
九
八
）
で
あ
る
。

77	
「
蘇
山
」
は
も
ち
ろ
ん
阿
蘇
山
の
こ
と
。

78	

四
言
詩
と
し
て
は
、
三
十
五
年
八
月
九
日
の
『
日
本
』
所
載
の
長
篇
「
菅
丞
相
道
真
公
一
千
年
祭
典
献
詩
代
蘋
蘩
」
も
あ
る
。

79	

字
義
ど
お
り
な
ら
、「
扶
南
」
は
か
つ
て
東
南
ア
ジ
ア
に
存
在
し
た
国
の
名
、「
姑こ

射や

」
は
仙
人
の
住
む
山
だ
が
、「
扶
南
姑
射
」
は
「
船
小
屋
」
の
も
じ
り

だ
と
い
う
こ
と
を
、
成
田
健
太
郎
氏
（
京
都
大
学
准
教
授
）
の
ご
指
摘
に
よ
り
知
っ
た
。

80	

黒
木
欽
堂
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
雨
山
の
同
郷
の
親
友
、
黒
木
安
雄
（
一
八
六
六
～
一
九
二
三
）。

81	

「
杜
」
は
杜
甫
を
指
す
に
違
い
あ
る
ま
い
。
王
」
は
誰
を
指
す
の
か
不
明
だ
が
、
或
い
は
王
維
か
。

82	

沉
文
愨
は
沈
徳
潜
（
一
六
七
三
～
一
七
六
九
）
の
こ
と
。「
文
愨
」
は
そ
の
諡
。

83	

「
熊
魚
両
獲
」
は
、『
孟
子
』
告
子
章
句
上
の
一
節
に
基
づ
き
、
併
せ
て
得
る
こ
と
の
困
難
な
も
の
を
併
せ
持
っ
て
い
る
意
。

84	

富
岡
敬
明
が
熊
本
県
令
を
務
め
て
い
た
時
に
始
め
た
吟
社
、
閏
餘
会
の
会
員
た
ち
で
あ
る
。

85	

こ
れ
は
並
べ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
黒
木
欽
堂
の
「
偶
作
五
言
寄
雨
山
星
江
両
学
友
在
隈
城
」
に
和
し
た
作
品
。「
星
江
」
は
五
高
の
同
僚
教
師
、
児
島
献
吉

郎
の
号
。「
隈
城
」
は
熊
本
の
こ
と
。

86	

こ
れ
は
熊
本
の
五
高
か
ら
鹿
児
島
の
七
高
に
転
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
山
田
済
斎
を
送
別
す
る
作
品
。
転
勤
先
が
鹿
児
島
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
郷
隆
盛

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
薩
摩
の
壮
士
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
よ
う
な
壮
士
を
育
成
し
て
ほ
し
い
と
結
ぶ
作
品
で
、
済
斎
（
備
中
の
出
身
）
が
「
薩
州
壮
士
」

で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

87	

「
星
集
」
は
漢
詩
結
社
「
星
社
」
の
例
会
。

88	

柳
井
録
太
郎
編
『
征
清
詩
集
』（
博
文
館
、二
十
八
年
六
月
二
十
九
日
）、及
び
野
口
一
太
郎
編
『
大
纛
餘
光
』（
新
進
堂
、二
十
八
年
七
月
十
四
日
）
に
も
載
っ

て
い
る
。
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89	

雨
山
の
親
族
・
師
友
、
そ
の
他
関
係
す
る
郷
里
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
太
田
剛
氏
の
「
讃
岐
に
お
け
る
長
尾
雨
山
の
交
友
と
書
碑
」（『
書
論
』
第
四
十
五
号
、

二
〇
一
九
年
）
に
整
理
し
て
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

90	

な
お
、
こ
の
作
品
を
三
浦
叶
は
そ
の
『
明
治
漢
文
学
史
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
中
篇
第
二
章
「
日
清
戦
争
と
漢
詩
」
の
中
で
、
込
め
ら
れ
た
気
概
・

音
調
の
両
面
か
ら
こ
の
作
品
を
絶
賛
す
る
本
田
種
竹
の
評
と
併
せ
て
紹
介
し
、「
こ
の
上
に
吾
人
の
評
を
加
え
る
必
要
は
あ
る
ま
い
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。

91	

日
清
戦
争
の
際
、
多
く
の
漢
詩
人
が
戦
意
高
揚
の
た
め
の
作
品
を
詠
ん
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
雨
山
に
は
こ
の
よ
う
な
方
面
の
作
品
が
あ
ま
り
多
く
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
近
、
日
清
戦
争
の
当
時
、
日
本
人
が
詠
ん
だ
漢
詩
を
別
集
・
専
集
（『
明
治
漢
詩
』、『
大
纛
餘
光
』
な
ど
）・
新
聞
雑
誌
か
ら
収

録
し
た
査
屏
珠
編
著
『
甲
午
日
本
漢
詩
選
録
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
と
い
う
一
二
七
二
頁
に
も
上
る
書
物
が
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
収
録
さ

れ
て
い
る
雨
山
の
作
品
は
上
述
の
「
従
軍
行
送
六
谷
祇
役
朝
鮮
」（『
大
纛
餘
光
』
か
ら
収
録
）
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
日
清
戦
争
漢
詩
に
関
し
て
は
筆
者

に「
漢
文
と
日
本
人
―
日
清
戦
争
漢
詩
を
め
ぐ
っ
て
」（『
武
庫
川
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究
所
年
報
』第
二
十
九
号
、二
〇
一
九
年
）と
題
す
る
拙
文
が
あ
る
。

92	

『
龍
南
会
雑
誌
』
第
六
十
一
号
（
三
十
年
十
二
月
七
日
）
に
も
載
る
。

93	

な
お
、「
舟
遊
賦
」
の
序
に
は
「
癸
巳
之
秋
、
泛
舟
遊
墨
江
、
思
東
坡
赤
壁
遊
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
雨
山
の
中
国
か
ら
の
帰
国
後
、
京
都
在
住
時
の

寿
蘇
会
・
赤
壁
会
開
催
等
で
顕
著
に
表
れ
る
蘇
東
坡
尊
崇
・
追
慕
の
念
の
下
地
を
な
す
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

94	

故
大
作
延
寿
郎
『
続
蘭
城
遺
稿
』（
斎
藤
坦
蔵
、
三
十
二
年
一
月
十
日
）
に
も
載
る
。
な
お
、
こ
の
作
品
は
杉
村
邦
彦
「
長
尾
雨
山
と
そ
の
交
友　

第
８
回
」

（『
墨
』
一
二
三
号
、
一
九
九
六
年
）
に
、
書
き
下
し
文
を
付
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

95	

杉
村
邦
彦
「
長
尾
雨
山
と
そ
の
交
友　

第
９
回
」（『
墨
』
第
一
二
四
号
、
一
九
九
七
年
）
一
二
五
頁
。

96	

礼
之
（
長
尾
正
和
）「
長
尾
雨
山
」（『
冊
府
』
第
十
号
、
一
九
五
九
年
）。 

97	

礼
之
（
長
尾
正
和
）「
長
尾
雨
山
―
承
前
」（『
冊
府
』
第
十
一
号
、
一
九
五
九
年
）。
な
お
、
上
述
の
「
消
遣
十
首
」
中
の
「
一
人
社
稷
を
憂
う
る
」
元
老

は
蒼
海
の
こ
と
か
と
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

98	

原
載
辻
揆
一
「
明
治
詩
壇
展
望
」（『
漢
学
会
雑
誌
』
昭
和
十
三
年
十
二
月
、
同
十
四
年
四
月
）。
前
掲
神
田
喜
一
郎
編
『
明
治
漢
詩
文
集
』
所
収
、
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三
六
五
、三
六
七
頁
。
な
お
、辻
は
こ
の
文
章
の
中
で
、蒼
海
の
漢
魏
高
唱
に
和
し
た
者
と
し
て
、「
国
分
青
厓
・
桂
湖
村
・
石
田
東
陵
の
三
家
」
を
挙
げ
て
い
る
。

99	
副
島
直
正
編
、
武
井
義
等
校
『
蒼
海
全
集
』
巻
五
（
副
島
直
正
、
一
九
一
七
年
）。
な
お
、『
蒼
海
全
集
』
巻
五
で
は
、
さ
ら
に
一
首
付
け
加
わ
っ
て
い
る
。

100	
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
七
年
二
月
二
十
五
日
。『
詩
林
』
第
三
集
（
同
年
四
月
一
日
）
に
も
「
輓
近
漢
詩
壇
」
と
い
う
題
で
掲
載
。

101	

「
専
門
詩
人
」
と
し
て
雨
山
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、
大
沼
枕
山
、
小
野
湖
山
、
森
春
濤
、
森
槐
南
、
橋
本
蓉
塘
、
永
坂
石
埭
、
国
分
青
厓
、
本
田
種
竹
、
木

蘇
岐
山
、
高
野
竹
隠
ら
で
あ
る
。

102	

副
島
が
『
論
語
』
の
こ
の
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
た
か
は
不
明
。
参
考
ま
で
に
、
吉
川
幸
次
郎
の
古
注
、
新
注
の
解
釈
を
敷
衍
し
た
言
葉
を
引
い

て
お
く
。
古
注
の
敷
衍
：「
辞
気
」
と
は
、
言
語
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
雰
囲
気
を
い
う
よ
う
で
あ
り
、「
辞
気
を
出
だ
す
」
と
は
、
言
葉
づ
か
い
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
も
礼
の
お
き
て
に
よ
る
な
ら
ば
、
鄙い
や

し
い
、
道
理
に
倍そ
む

い
た
、
他
人
の
言
語
を
、
遠
ざ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
注
の
敷
衍
：

言
葉
づ
か
い
に
気
を
つ
け
れ
ば
、
自
己
の
言
語
が
凡
陋
背
理
か
ら
遠
ざ
か
る
。
吉
川
幸
次
郎
『
論
語　

上
』（
朝
日
新
聞
社
新
訂
中
国
古
典
選
第
二
巻
、

一
九
六
五
年
）
二
四
一
～
二
四
二
頁
。

（
し
ば
た
・
き
よ
つ
ぐ　

本
学
名
誉
教
授
）
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